
〈翻 訳〉

マ ル セ ル ・ ジ ュ ノ ー

一一人 の 『第三 の兵 士」 と して

ブ ノ ワ ・ジ ュ ノー著

大 川 四 郎[訳]

〔訳者 は しが き2004年51J611に ス イ ス連 邦 ジュ ネー ブ州 郊外 の ジュ ッシ ィー町 舎

で マ ルセ ル ・ジ ュノー 博i二生 誕rl周 年 をol己念 して特 別展示 が開 催 された,マ ルセ ル ・ジュ

ノー 博isは,エ チオ ピア戦 争,ス ペ イ ン内乱,そ して第2次 世 界大戦 中 のis要 な戦 場 を

赤 卜字 国 際 委員 会派 遣 員 と して 視察 し,国 際 人道 活動 に従'ド した。 特 に,敗 戦 直 前の 目

本 に 来1!し,ii本 降伏 後 の連 合国 軍俘 虜 への救 援 とIrl帰 還 業務 に たず さわ るか たわ ら,

赤 卜字llq際 委員 会駐 日代 表部 首席 代 表 と して 当時 の連 合 国軍 最 高 司 令部 と交 渉 し,被 爆

直 後の 広 島へ の 組織 的救 援 活動 に尽 力 した ことで 有 名で あ る,,こ の間 の経 験 は 後に 『第

三の 兵Lエ チ オ ピア のukガ スか ら ヒロ シマの 原爆 まで』 と題 され た 回顧録 に ま とめ

られて い る(日 本語 版 は 丸山 幹IE訳 『ドク ター ・ジュ ノーの 戦 い 一 エ チ オ ピアの 毒 ガ

スか ら ヒロ シマの 原爆 まで」,勤1∵〔,f}房,1981年 門)。 更 に,ジ ュ ノー博 量二はll本 赤 卜字

社 の要請 で1959年 に 再訪llし,在il朝 鮮 人帰還 問題 の解 決 に も協力 して い る。

以 ド訳 出 した ブ ノワ ・ジ ュノー 菩 「マ ル セ ル ・ジ ュ ノー 一 一人 の 「第 モの兵1.』 と

して 」(BenoitJUNOD,《iVlarcelJunod:un'troisiemecombattant'》)は,ジ ュ ノー博

Lに 関す る最 新の 評 伝で あ る。 ジ ュ ッシ ィーの特 別 展 示 にて 配布 され た 冊f「 ヒ ロシマ

の証 人 赤 卜字 国 際 委員 会派 遣 員 と して 世 界各地 で の 人道 活動 に 貢献 した医 師 マ ルセ

ル ・ジュ ノー(1904-1961)の 生涯 とそ の 業績』(《Temoin(Hiroshima-1'Odvseed'un

delegueduCIC'R-Dr.ルlarcelJunocl(1904-19G1)》,Mai2004,NlairiedeJussy,60p.,

plaquettepuhlieelorsducentenaireanniversairedelanaissanceduDr.MarcelJunod

delegueduCICR)の 中 に収 録 され て い る。

原 著 者の ブ ノ ワ ・ジュ ノー(BenoitJunod)氏 は,マ ル セ ル ・ジ ュノ ー博1:の 長 男 と

して1945年10112611,母 親 の滞 在 先 で あ る英lqロ ン ドンで 生 まれ た。1971年 に ジュ

ネー ブ州 疏大学 法学 部を 卒 業後,英 国 放送 協 会(BBC)で の ジャー ナ リス ト活動 と スペ

イ ン ・バ ル セ ロナ 大学 で の スペ イ ン語 研 修 とを経,1972年 に スイ ス連 邦外 務省 に 入省 し

て 外交 官 の道 を歩 まれ た。1996年 に 在ベ オ グラ ー ド駐 在 ス イス公使 の 要職 にあ られ たが,
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旧 ユー ゴ ス ラ ビア紛 ノr蒔の 本 国政 府 か らの訓 令 に抗 議 して,外 交 官 の職 を辞 され た。

1997年 よ り,外 交・F:;u代に 培 わ れ た経 験 や 人 的つ なが りを 元 に してTheEU-Balkans

workinggroupと い うNGO紐 織 を ジュネー ブに設 、8五して,ス イ ス,EUそ して1目東 ヨー

ロ ッパ諸 国間 で の コ ンサ ル タ ン ト業 に従 事 して お られ る、,

ブ ノワ ・ジュ ノー氏が 本稿 の 執筆 に取 り掛 か られ たの は2003年8月 であ る。 夏休 み明

け に 頂戴 した私 信 に,「1'1宅r根 裏 部屋 を整 理 して いて,40年 以1:ほ こ りを かぶ って い

た 亡父の 手帳類 をll溌 見 した」 とあ り,訳 者は少 なか らず驚 い た。2001年4月 に ジュネ ー

ブで お会 い した時 に訳 者が 確 認 した と ころ,関 連,㌣ 類は総 て赤 卜字国 際 委員 会 附属 文i1

館 に寄贈 した との回 答だ ったか らであ る。原 著者 によ る執筆 中,訳 者 は,3点(ジ ュ ノー

博iと 共 に シベ リア経 山で 来 日 した シ ュ トレー ラー 女史の 出 自,ジ ュ ノー 博i.に 先IJ,っ

て 広 島入 り した ビル フ ィン ガー派 遣 員 に スイ ス公使 館 臨時 職 員 ヴ ァ イデ ンマ ン博f:が1司

ifし て いた 肇実,ジ ュ ノー 博1:死 後 のll本 政 府 か らの 叙勲 理 由)に つ い て調 査 した 結 果

を連絡 した。 評 伝 の第 一・稿 は2004年1月15日 に完 成 した。 その 後,訳 者 か らは広 島滞

在 中 の ジ ュ ノー 博1:に 随 行 した松 永 勝医 師 の:「記 の フラ ンス語訳 を提 供 し,柳 川実 郎 医

師(広 島 県医 師 会常任 理'1`)が1945年9月 に襲 来 した枕 崎台 風 に よる広 島で の被 害状 況

につ いて の デー タを提供 され た。 これ らを も踏 まえ,大 幅 な 修IE加 筆 の ヒ,2004年4月

に原 菩 者が完 成 された のが 本稿 で ある、,

今回,ブ ノワ ・ジ ュ ノー氏 の御 諒 承の ドに,マ ルセ ル ・ジュ ノー 博 ヒの評 伝 を ここ に訳

出す る理 由 は次の2点 で あ る。

第1に は,第2次 世 界大戦 中の11三1際人道 活動 の 第 ・線 に あ った ジ ュ ノー博1:の 経 歴 の

全貌 に つい て は従 来か ら必 ず しも明 らか では なか った。 今回 の評 伝 は,42年 ぶ りにr;宅

屋根 裏部屋 か ら再発 見 した ジュ ノー 博L生 前のT一帳 類を もと に,原 著者 が各 国の 関連 ア

ル ヒーブ所 蔵 史 料を 丹念 に 閲覧 して ま とめ られ た労 作で あ る。 特 に被爆 直後 の広 島 を視

察 した'11時 の ジュ ノー博isの メモが 引川 され て い る(原 菩者は,1945'1="i時 の 博Lの 手

帳 を整理 分 析 のi-,(英 訳 化す るこ とを も含め)何 らかの 形で 広島'F和 記念 資料 館 に寄贈

す るこ とを検 討 して お られ る、,この 点 につ いて は2004年8月4it付V経 新 聞 第25面 記

Bド 「元赤{'字 駐IIi'`i席代 表 ・ジュ ノー 博Lのr一 帳 原爆 投 ドll'〔後 の 広島鮮 明 に スイ ス

のrl宅 」を 参照)。

第2に は,ジ ュ ノー博isの 足跡 と,博t.が 属 してい た赤 卜字 国際 委員 会の 人道 活動 は,

国際 人道 法 史 とい う観 点 か らす る と,法 制 史1の 新 たな研 究 対 象 と して の 意義 を 有す る

か らで あ る(例 え ば,現 赤 卜字 国際 委員会 法 務部 長 フ ラ ンソ ワ ・ビ ュニ ョ ン博1:の 大 著

「赤1・字 国際 委 員 会 と戦 争犠 牲 者 保護 』(FranCoisBUGNION,Le('O/)2LCPinternational

delaCroix-Rougeetlaprotectiondesuictimesdelaguerre,Comiteinternationalde

laCroix-Rouge,2000,1444p.)が フ ラ ン ス法 制 史学 会 誌t塾多評 欄 で 取 りisげ られ て い る

(Cf.,Compterendu《FrancoisBUGNION,《LeComlε ∂internationaldρlaCroix一

.1



マ ル セ ル ・ジ ュ ノー 一一 人 の 『第 三の 兵L』 と して

Rougeetlaprotectiondesvictimesdelaguerre≫,ComiteinternationaldelaCi・oix-

Rouge,2000,1444p.≫par・VeroniqueHAROUEL,dansRevued'histoiredudroit

∫rαηぐαεsρ亡6`rαηgρ八vol.79(1)janvier-mars2001,pp.93-94))。 現 に,我 が国 で もジュ

ネー ブ条 約 の2つ の追 加 議定 瀞が近 時 批准 され た こと によ り,国 際 人道 法 史に 対す る関

心 が 高 ま って い る(例 え ば,2004年5月1日 付 朝ll新 聞朝11」第15面 に掲 載 さ れた 令 国

抑 留 者補 償 協議 会 会長 芋内良 男氏 に よる投 稿 記 事 「ジュ ネー ブ条約 人道 法 の 精神 理

解 深め よ」 を 参照)。

本誌 で は本 翻 訳 とは 別 に[資 料編]と して 原 テ クス トを掲 載 した。 第1に は,広 島滞

在 中の ジュ ノー ・メモの原 文 は それ 自体 と して史 料的 価値 が あ るか らで あ る。 第2に は,

原 文 中で 第2次 イ タ リア ・エ チ オ ピア 戦'firにつ いて 仏英 両 語で 記述 した簡 所 が あ り,孟

語 ヒの差 異 を必 ず しもii三確 に訳 出 し得 た との確 信 が 訳者 に はな い か らで あ る。 邦訳 と原

テ クス トとの 対照 を容 易 にす る ため,()の 中 に太`fで 原 テ ク ス トで のペ ー ジ数 を掲 げ

て お いた、,訳注 の略 語ACICRは 赤1・字 国際 委員 会 附属 文 詩館(ArchivesduComite111-

ternationaldelaCr()1X-Rouge)を 意 味す るQ

本稿 の サプ タ イ トルにつ い て一・言 して お きたい。 「第 三の 兵1:Jと は ジュ ノー 博bの 回

顧録 の タイ トル 「第 この 兵Lエ チ オ ピア の 毒 ガ スか ら ヒロ シマの 原爆 まで』 に 由 来

す る。 「第 この兵1:」 とは,原 著者 が以 ドの 翻訳 の 冒頭 で引 川 して い るよ うに,戦 闘 の最

中 に あ って黙 々と 人道 活動 に 従 事す る 赤一卜字職 員 の こ とで あ る。 原 箸者 は これ に不定 冠

詞 を付 し,「 一 人の 「第 三の 兵is』 と して」 と い うフ レー ズに して お られ る。 これ に よ り,

原 著者 は 亡父の 事績 の相 対化 を 試み てお られ るので あ る。

渡 辺 晋医 師(広 島県 大竹1!∫医師 会 劇ll】,前 広 島 県医 師 会常1壬理 事)お よび 太 川成 美氏

(日 本 赤 卜字 社国 際 部翻 訳ボ ラ ンテ ィア)御:方 は訳 稿 を 」'寧に検 討 して ドさ った。 赤 卜

字 川語 に つ いて は 太川氏 が 多 々助 言 して ドさ った。 また 医学 川 語 につ いて は 柳 田実郎 医

師 が点 検 して ドさ った。 特 に,生 前の ジュ ノー博1:に 直接 接 した 日本 側関 係 者 のお ・人

で もあ る 太m氏 は,在li朝 鮮 人帰 還 問題`'jO}の こと を語 って ドさ った。lii国 新聞 に掲 載

さ れた 松 永勝 医師 の 投稿 記 事 につ い て,中 国新 聞 読 者広 報セ ン ター 、愛 知 大学 名llf屋校

舎図}ii館 の長 谷川 淑t一さん の おilヒ話 に な った。 こ こに記 して御 礼 中 しLげ る(2004年9

月311欄 筆)。〕

(p.13)

「戦 いに は常 に双 方 の敵 対者 が いる だけ であ る。 しか し彼 らの近 くに 一 そ して時 に

は彼 らの 内に 一 突如 と して 第 三の兵bが 現 れ る。

彼 は人 の戦 いが 破壊 す るす べ ての もの を守 る ため に戦 う。 彼 は悲惨 な境 遇 に 置かれ,

敵 の意 のま ま に取 り残 され た人 々が い る所 には ど こで も現 れ る。 彼 の唯 一一の 目的 は,

勝 者 が誰 で あ ろ う と,敗 者 に 対す る冷 酷 な迫 害 を阻 止す る こと にあ る。」(マ ルセ ル ・

一61一



ジ ュ ノ ー 菩 丸lll幹IE訳 「ドク タ ー ・ ジ ュ ノ ー の 戦 い エ チ オ ピ ア の 毒 ガ ス か ら ヒ ロ

シマ の 原 爆 ま で 』,勤 聾'蟹'工,1寺房,1981年,p.285)

青 年 時代,1904-1935

マ ルセル ・ジュノーは1904年5月1411に スイス連邦 ヌーシャテル州に生ま

れた。父親 リシャール ・サ ミュエル ・ジュノー(1868-1919)の 出自はヌー シャ

テル州 リニ ィエールの新教牧師の家系1細"で あ った。他方,母 親 ジャンヌ ・

マルグリッ ト・ボネ(1866-1952)の 出r1は ジュネーブ州 トネの出自であった。

その家系は偉大な 白然科学者シャルル ・ボネllMlゴ1にまでさかのぽる。

父 リシャールがその牧会活動を始めたのはベルギーの鉱山町においてであっ

た。 それはヌーシャテルの独 立系教会か らの派遣による。次いで彼が赴いた任

地 はヌー シャテル近郊 シェザール ーサ ン ーマル タンそ して(P.14)シ ョー 一

ドーフォンである。 いずれの地において も彼が担 当した教区には貧民街や町の

郊外そ して中心街が含まれていた。マルセル ・ジュノーはこれ らの地において

幼少期と学齢期とを6人 の兄弟姉妹 と共に過 した卿t。 彼は5番 目のrで あっ

た。彼 らの生活は質素であった。14歳 の時,マ ルセルは夏休みを使 って レン

ガi二場で働いた。

1919年 に父 リシャールが 亡 くなったため,母 ジャンヌはt一供たちを連れて

ジュネーブにもどることに した。マルセルそ して下の2人 の姉 らが母方の ジュ

ネーブrfiLt権 を 回復す ることができたのは法律のおかげであるが,今 日ではそ

の法律は廃ILさ れている。 一一家が落着いたのはフロリサ ン街である。 ここで母

ジャンヌはf1!Lた ちを養 うために長期滞在者用ペ ンションの経営を始めた。彼

女の姉妹であるマ リー 一アン トワネ ット・ボネか らの助力が得 られた。一家の

ささやかな蓄え も家業の一助 として使われた(ボ ネ家は先祖代々腕の良い箱組

、γ職人であ り,20世 紀初頭には,ジ ュヴェナ時計Iakaの 所 有者であ った)。

コ レージュ ・カルヴァンに入学後のマルセルはその聡明な頭脳 と快活な振舞

とで注 目を集めた。彼は独創的に物事を考えることができたばかりか,そ れで

いてどのような人とも打ち解けることができた。 トカゲを1匹 飼うようになり,

彼 はこれを シルペ リックと名づけた。 シルペ リックはその名を呼ばれると,飼

i三の前に姿を現 した ものであ った。i司じ人間が惨めな境遇 に置かれていること

に無関心でい られな くたっていたマルセルは,「 飢餓の 日々」とい う慈 善運動
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マ ル セ ル ・ジ ュ ノー 一一 人 の 『第 三の 兵 十 』 と して

に加わ り,1922年 には ロシアのf供 た ちを支援する運動 の リー ダーの1人 を

も務めた。1923年,ラ テン語 と現代語(英 語,ド イツ語,イ タリア語)の 分

野で大学入学資格を取得 した。 マルセルは医学を修あ ることを熱塑 していた。

そのきっかけとなったのは大 切に保管 していた父 リシャールの ノー トである。

それは,1883年 に リシャールがまだ15歳 の時 に丹念に書きとめていた生物学

の ノー トであった。Y一いにも叔父アン リーア レクサ ン ドル ・ジュノー卿 中か

らの寛大な援助が得 られ,マ ルセルの希望はかなえ られた。こうして,ジ ュネー

ブとス トラスブールで医学 を修めた後,彼 は1929年 に医師資格を取得 した。

ジュネーブ大学医学部卒業にあたって彼がまとめた卒業論文のタイ トルは 『偶

発症候医学における乾癬』";!繭1であ った。

マルセルは外科医の道を歩むことを決意 し,ジ ュネーブ州立病院(今iIの ジュ

ネーブ大学医学部付属病院)外 科研修医となった。彼の指導にあたったのはE・

クラーマー教授である。次いで,1931-1935年 の4年 間にわた り,フ ランス

領 ミュルーズ市の民間病院の外科で外科医兼研修医の修行を続けた。そ して,

最 後の年には,外 科 専門医 としての認定資格を得,270床 を受 け持つ外科部門

のi三任を任された。

(p.15)

疲 れ を知 らぬスポーツマンでもあったマルセルは,余11段にはスキーを したり,

オ ールさばきもあざやかにボー トに乗ってジュネーブか らはるかマルセイユま

でローヌ川を ドって地中海に出た り,ゴ ルフや馬術にも興 じた。マルセル ・ジュ

ノーの 二人の甥であるベルナール ・ジュノーとペーター ・セ レゾールは 「スポー

ツを して筋肉をつけるように」 という叔 父の助 ぼを記憶 している。 当時11歳

であ ったペー ター ・セ レゾールのために,マ ルセル ・ジュノーは(ス ポーツ器

具の)滑 車を回転させながら叫んだものである。「ここに町のつわ ものあ り一」,

と。ほどほどのi!り 声を も加えて……。彼はiG楽 をも愛好 した。天賦の才があっ

たのか,ど のような楽器で もこな した。後年,マ ルセルはピアノに熱中 した。

そのT一ほどきをしたのが,従 妹にあたる優れた ピアニ ス ト,ジ ャクリー ヌ・ブ

ランキャル ドである。
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第2次 世界大戦の勃発,1935-1945

1935年 。 イタリア軍がエチオ ピアに侵攻を始めた。 赤 卜字国際委員会 は現

地に派遣す る派遣員として若い医師を探 していた。 ジュネーブの友人から電話

があ り,数 週闇後,マ ルセル ・ジュノーはアフ リカに向けて出発 した。そ して,

彼 は同僚 シ ドニー ・ブラウンと共にア ジス ・アベバに到着 した。

マルセル ・ジュノーの著書 『第三の兵上』(1947年 に 出版されてか ら,約10

の 言語 に翻訳されている)は 今日でも赤 卜字国際委員会の総ての派遣員にとっ

て座右の書となっている。同書の中で彼は赤十字国際委員会派遣員として世界

各地を旅 した経験をあざやかにかつ雄弁に物語っている。最初の派遣地であっ

たエチオピアでは,ま だ発足 して問 もない同国赤 卜字社を組織化 し,国 内はお

ろか外国か ら提供 された救急車の采配にもつ とめた。赤 卜字国際委員会は両交

戦 当事者に人道援助 を申 し出たのであるが,イ タリア軍側は これを辞退 した。

そ して,現 地 において,マ ルセル ・ジュノーは次の光景を月撃 した。すなわち,

負傷 した民間人や戦闘員を救援中のイギ リス,ス ウェーデン等々の各国赤十.f

社の救急 車めがけてイタリア軍機が空爆 していた り,1936年3月18日 には毒

ガ スが使用 されて いた。 この時に使用 された イペ リッ ト・ガスは明 らか に

1925年 の ジュネーブ条約議定書に違反 したものであった。国際連盟はその証

拠 と して,特 に ジュノー報告書の提 出を赤 卜字国際委員会に対 して要請 した。

しか し,赤 卜一,.国際 委員会はこの要請を受け入れなかった。 というのは,同 委

員会はこの問題についてなおも両交戦 当餐者 らと交渉中だったか らである。彼

自らもが何度か死線を くぐったほどである。

ジョン・メリーを リー ダーとす るイギ リス赤 卜字社救急車の活動報告h;till"

は ジュノーについて次のように言及 している(フ ランス語にニュア ンスを翻訳

できないので以 ド英文テキス トのままを引川す る)。

(p.i6)

「ア ジス ・アベバにあって ジョン ・メリーは全員か ら 「北Lす べきだ』 と

の合意を得た。第1に は,そ れはエチオピア皇帝ハイエ ・セラシェか らの要

塑で もあった。第2に は,北 ヒは政治的緊張を和 らげることが 予測 されたか

らであった。第3に は,ジ ュネーブに本部を置 く赤 卜字国際委員会か ら派遣
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マ ルセ ル ・ジ ュ ノー 一一 人 の 『第 三 の 兵 士』 と して

されてきているブラウンがそのように主張 していたからであった。なお,そ

のブラウンを補佐 していたのが,や は りジュネーブから派遣 されてきていた

ジュノーであった。 ジュノーはよくしゃべ り,エ ネルギ ッシュで人好 きのす

る男だった。

(メ リ ー)『 道はどうな っているのだ?』

(ジ ュノー)「 グラン ト・リュ ット・アムペ リアール ・オ ・ノール'」{洞1が建

設中じゃないか』

(メ リ ー)『 我々は一体 どこまで行 くことができるだろうか?』

(ジ ュノー)「 デ シィエまではたどり着 くことができるよ』

(メ リ ー)『 デ シィエか ら先はどうなんだね?』

(ジ ュノー)『 我 々は馬 車か,ミ ュール訳'撹か,そ うだなあ,ア ーン」1洞を

見つけるさ。モ ン・ヴュ川111,移 動 に役立つな らどんな乗物で

もいいさ。なあ,メ リー,メ レー,お い,聞 いているのか……』

ジュノーは愉快な男だ。

この人物は語学の才に恵まれ,幾 つかの言語を話す ことができた。そうい

えば,我 々赤十字団は7力 国か らの混成部隊ではなか ったか?し か し,英

語 に関 して言うと,彼 は得意ではなか った。例えば,『 私はエ ッ ト訳{隔を話

す ことができない。だからそれがどうしたというのだ。 私がいつ も前に して

いるのは負傷者たちだ。 モン ・ヴュ川引`b』,彼らが どれほどrt一しんでいること

か。 負傷者た ちは メディカモ ン'鰍丁しも,水 はおろか食料す ら欠いている。

我 々は彼 らに ヌリチュール」こ伽1や メデ ィカモ ンd;,P'si'を1一えてやるべ きだ』

という具合であった。

このように英仏両語混合でまくしたてている時のジュノーの真剣な顔 には

汗が吹き出ていた。両眼にも心からの憐欄の情が見て取れた。

(ジ ュノー)『 ステファン,ど うか負傷者たちを思いやって くれないか。 何

とい った ものか,君 が先導するんだ。 事情を説明 した ヒで北へ

進むべきだ』

こう して赤 卜字団は命令を受けて,ア ジス・アベバをあとに北へと向か っ

た……」)h;!II[71

イ タ リアとエチオピア両国間での武力衝突問題が ひとまず落 ち着 くや,マ ル

セル ・ジュノーは直ちに赤 卜字国際委員会の派遣員部長として スペ イン内戦の
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現場 に派遣 された。そこでは,ス ペ イン人同Lが 殺 し合っていた。赤 卜字国際

委員会派遣員部長とい う並場を使って,彼 は両陣営と共に赤 卜字国際委員会の

活動拠点を築き ヒげ協定締結 にまで こぎつけた。マルセル ・ジュノーは両陣営

との交渉の結果,バ スク地ノ1で第1回 俘虜交換を仲介 した。次いで,彼 はスペ

イン共和国に駐在する赤 卜字国際委員会代表部 首席派遣員として ロラン ・マ ッ

テ ィ博士(1909-1978)と 共にバ レンシア,バ ルセロナで勤務 した。マルセル ・

ジュノーが重要な役割を果た したのは,留 守家族か らの通信(計500万 通)を

俘虜へ配送す るシステムを作 り1:げ たことにあ った。 また,彼 の尽力により,

5,000名 の 俘虜がバルセ ロナで解放 された。彼 らの生命を危 うくしていた戦闘

のす ぐあ とに,バ ルセロナは陥落 した。

ピエ ール ・マルケス著 「スペ イン(p.17)内 戦 中の赤 卜字活動(1936-

1939)一 人道の伝道 者た ち』(フ ラ ンス ・アルマ ッタン社,2000年11j)で は

スペ イン内戦中の赤 卜字活動のことが精査 されている。著者マルケスは次のよ

うに述べている。すなわち,「 行動的な人材が登場 した。その典型的人物がジュ

ノー医師であった。それは,派 遣員部長と しての彼の経歴が示す とおりであ っ

た。彼の着任とともに人々が驚嘆 させ られたのは,ジ ュノー医師の決断力と事

務処理能力が迅速だ ったことである。彼の ドした対応策 も事態を先取 りした も

のであ った。 また,交 渉者と しての彼の並外れた能力は必然的に赤十字国際委

員会への信頼を高め ることにな った。任務,そ して,様 々な交渉 一 特にファ

シス ト軍陣営内においてであるが 一 における派遣 員部長に賦 与された権限 と

について議論があ ったとはいえ,そ れは,赤 卜字国際委員会の方針案および理

念 にジュノー医師か らの影響 があった ことを決 して否定するものではない」

(マ ルケス著前掲 書,pp.378-379)。

レオポル ド・ボワシエUi!iLIH1は次 のように記 している。すなわち,「 この武力

紛争において,u.1時 既 に発効 していたジュネーブ諸条約の中には,赤f字 国際

委員会派遣員 らが両交戦当時者の間 にあって中 立的1　1_場に 立つ調停者 としての

役Ilを 完全に達成するための手段を具体的には規定 してはいなか った。 それに

もかかわ らず……マルセル ・ジュノーは,そ の使命感 に燃えなが ら,本 来の任

務以 ヒの ことを成 し遂げたのであ った。絶えず両交戦 当事者の間に調停者 とし

て介入 し,熾 烈な戦 いの中にあって も人道的側面に訴えかけることにより,何

千人 もの人命を救 うことに彼は成功 したのであ った。マルセル ・ジュノーの尽

力により,政 治犯は釈放され,人 質,死 刑囚は救出されるかまたは交換 された
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マ ル セ ル ・ジュ ノー 一一 人 の 『第 三の 兵L』 と して

のである⊥lil'擾。 これら囚われの身か ら解放 された者の中には,ア ーサー ・ケ

ス トラーがいた 胴曲。マルセル ・ジュノーがスペ イン内戦時の両交戦当事者

か ら勝取 ることができた ものに依拠 して,内 戦時における保護諸規範の整備が

可能とな った。

1939年 に 第2次 世界大戦が勃発すると,マ ルセル ・ジュノーは,'11初,ス

イス国軍衛生部隊に軍医中尉 として編入 された。 しか し,数 ヶ月後,赤 十字国

際委員会側か らの要請により赤 卜字に復帰 した彼は,ド イツへ派遣 された。 そ

して,1939年9月27C1,ド イツ国内のポーラン ド兵俘虜収容所を視察 した。

次いで,ベ ル リンを基点 として,ド イツ国内では,連 合国軍俘虜や連合国国籍

民間人が収容 されている収容所を,ベ ルギーおよびフランスでは,ド イツ兵俘

虜が収容されている収容所を視察 してまわった。1940年,マ ルセル ・ジュノー

はフランス,ド イツを相次いで訪れた。 それは,「 ドイツ軍空挺部隊兵 上らが

銃殺された」 ことを理由とする ドイツ側の報復措置を阻止す るためであ った。

赤 一卜字国際委員会での同僚であり友人でもあった クロー ド・ピィユーは当時の

マルセル ・ジュノーについて次のように語 っている。「1940年 ,赤 一{一字(p.18)

国 際委員会に人 って日がまだ浅かった私ではあるが,マ ルセル ・ジュノーの指

揮の ドに勤務する機会に恵 まれた。……1940年6月17日,ラ ジオ報道 による

とフランス政府が休戦交渉を提案中という時期であったが,'`iCIの 午 後,彼 と

私は自動車でフランス ・ボル ドーに向けて出発 した。何百名 もの ドイツ兵俘虜

に接見す る許 可をフラ ンス側か ら取 り付けねばな らなかった。なぜな らば,ド

イツ兵らの待遇次第で ドイツ国内にて囚われている何T一名 もの フランス兵俘虜

の待遇条件が決まって くるか らであった。 さなが ら敗残兵のような状況に置か

れた私たちの進路ははかどらなか った。なぜな らば,行 く手を埋め尽 くしてい

る難民の群れをどうにか こうにか避 けていかなければならなかったか らである。

しか し,ジ ュノーは くじけなか った。彼は一晩中ハ ン ドルを握 り続け,一 一睡だ

に しなかった。一刻 も早 く現地に到着 して調停に入 らなければ,ド イツ軍 当局

はフランス兵俘虜を解放 しないからであった。結局のところ,丸2rl間 を要 し

て,私 たちはボル ドーに到着 した。 ジュノーはフランス軍側責任者に面会 して

説得 した。そ して,f1く もその翌 日に ドイツ軍将校用俘虜収容所を訪れ,ジ ュ

ネーブ宛に赤一卜字国際委員会を安心 させる知 らせを打電す ることができた。直

ちにその他の ドイツ兵俘虜収容所を も視察 し終え るや,私 たちは体む間もな く

ジュネーブへ帰還 した。私た ちはへとへとだ った。 しか し,ジ ュノーは直ちに
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ベル リンに向か って出発 した。 ドイツ側に囚われているフランス兵俘虜につい

て交渉す るためであ った」(1961年6月18日 付 ジュルナル ・ド・ジュネーブ

紙)。

ほどな くして,フ ランス兵俘虜が しば しば転居を余儀 なくされていたその留

守家族 との間で消息をや りとりする制度をジュノーが発足 させた。ついては,

俘虜情報局による 「クリーニ ング」(追 跡調査)が 実施された。そ してマルセ

ル ・ジュノーは総ての俘虜が俘虜情報局宛に第2信 目の 「俘虜通信葉書」を送 っ

て もよい との許 可を ドイツ軍 当局か ら取 り付けることがで きた。1940年,空

路が閉ざされかつ空爆の最中ではあったが,マ ルセル ・ジュノーは リュシー ・

オデ ィエ 女史騨 川と共にロン ドンに赴いた。 それは,ド イツ領内の俘虜に対

する救価品を海 ヒ輸送により手配するためであった。次いで彼はスウェーデ ン

に渡 り,飢 餓に瀕 したギ リシア国民のための救価品を輸送するための大規模な

計画を組織 した。1941年9月,マ ルセル ・ジュノーは トルコに赴いた。それ

は,東 部戦線で火ぶたがきられたことによ り業務停1Lを 余儀なくされた俘虜情

報局を立て直すためであ った。 ジュネーブとア ンカラとの間を2度 往復 した末

に,ト ルコか らギ リシア宛 に救援食糧の海L一輸送を可能にするための調停活動

に奔走 した。次いでアテネに派遣 されたマルセル ・ジュノーはギ リシア人孤児

達をエ ジプ ト,ク レタで受 け入れ救済することを組織 した。なお,ク レタ島で

は,イ タリア軍権内の俘虜収容所を視察 している。3度 目に彼が トルコを訪問

した際には,ド イツ軍権内のソ連兵俘虜陶刷2幽と,こ れとは逆 になるが,ソ 連

軍権内の ドイツ兵俘虜に関する問題を解決することにあたるよう要請 されてい

た。 そののちにベル リンを経てス トックホルムに赴いたマルセル ・ジュノーは・

(p.19)移 動 先でギ リシアへの救援を大 々的に呼びかけた。ようや くベル リン

での赤 卜字国際委員会駐独派遣員の任務に復帰 した彼は,lq際 人道法の遵守 と

その啓蒙のために休むことなく活動 し続 けたのであ った。

全然休暇な しの丸4年 間の勤務で疲れはてたマルセル ・ジュノーは赤 卜字国

際委員会を離れて,1943年 か ら1944年 にかけて ジュネーブで生活 した。 この

間の彼の身分は,ス イス国民労災保険ジュネーブ地区担 当の専門医であ った。

マルセル ・ジュノーの離任に際 し,マ ックス ・フーバーは彼に次のような瀞

簡を送 っている。

「貴兄の離任 したいという御決心が固 く,そ の理 山も重々承知 してはお り

ますが,貴 兄が離任なさる日が近づ くにつれて,貴 兄の離任により私 どもが
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失 うものがいかに大 きいかを痛感 しております。

なぜな らば,親 愛なる ドクターよ,こ の7年 と6ヶ 月の問,私 どもの赤 卜

字活動に最 も忠実であ りかつ最 も献身的であった派遣員のお一人が貴兄なの

ですか ら。常 に戦争の最前線にあり,し ば しば困難で時と しては危険な状況

の中にある遠方の国 々へ短時間の間に出発できるように常にスタンバイして

お られた貴兄は,私 どもへの御協力を一度た りとも拒まれませんで した。

アフリカ,ス ペインにおいて,そ して第2次 世界大戦 中にはヨーロッパ諸

国において,数 多 くの重 くそして微妙な諸問題を貴兄は成功裡に解決されま

した。行動す る人 としての様 々な資質,そ してエネルギーゆえに貴兄はあま

たの難問を克服 し,赤 卜字 に輝か しいまでの貢献を為 し得たのですゴ朗II"。

専 門医としての成功 を願 っている旨を述べたあとで,フ ーバーは更に次のよ

うに記 している。すなわち,「 今後数 ヶ月後 になって私どもで必要がある場合

には,貴 兄の御勤務先に支障がない限り,一 定の御協力を して ドさるとい うこ

とは私どもにとり願 って もないことです。 これか らも貴兄のお力を拝借できる

ということで うれ しく存 じます。貴兄に御礼申 し ヒげます」。 しか しながら,

数 ヶ月後には,ジ ュノーのもとにマックス ・フーバーからの要請が届いた。……

か くしてジュノーは占巣である赤一卜字国際委員会へ復帰することになり,在 ジュ

ネーブの本部で1年 間を過 した。1944年12月,マ ルセル ・ジュノーは ジョル

ジェット・ユー ジェニ ィー ・ペ レ(1915-1970)と い う女性 と結婚 した。当時,

彼 女は赤 レ字国際委員会中央俘虜情報局イギ リス人部門に勤務 していた。

1945年6月,彼 は身 亟の妻を スイスに残 したまま再び国外 に旅立たねばな

らなか った。 とい うのは,赤1・ 字国際委員会は,こ れより1年 以 上前に死 亡し

たパラヴィチー二博 七川1"[」の後任 として,マ ルセル ・ジュノーを 日本へ派遣

することになったか らである。 シベ リア経 山で極東に向けて出発 した彼は,ま

ず,満 州 にて,目 本軍の許可を得て,米 軍の ウェインライ ト少将,英 軍のパー

シバル中将のみな らず,日 本軍権内にあったその他のアメ リカ軍俘虜に面会す

ることができたのであ った。

(p.20)

ヒ ロ シ マ,1945

1945年8月9FI,マ ル セ ル ・ジ ュ ノ ー は そ の 助 手 で あ る マ ル ゲ リー タ ・シ ュ
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トレーラーと共 に満州から東京に到着 した。父親が貿易商であ ったことか ら,

シュ トレーラー(1898-1961)は そ の娘時代の大半を横浜で過 していた。東京

に到着するやいなや,彼 女は赤 卜字国際委員会駐fl代 表部の事務担当として辣

腕をふるった。 というのは,シ ュ トレーラーは俘虜に関係する豊かな実務経験

を積んでいたか らである。すなわち,彼 女は1939年 以 来ジュネーブの赤一卜字

国際委員会俘虜中央情報局 に勤務 しており,な かで も日本軍権内のアメ リカ兵

俘虜を対象とする部課の1三任であった。その1:,シ ュ トレーラーは口本語を流

暢に話す ことができた川 曲。

マルセル ・ジュノーとシュ トレーラーが到着 した時,赤 卜字国際委員会駐U

代 表部は 首席代表を欠いてお り,機 能を停il:して いた。「日本国内で2個 の原

∫・爆弾が投 ドされ広島では人道に関わる惨事が起こっている」との噂を耳にす

るが,IE確 な情報は伝わってこない。連合国軍最高司令部はこの事態について

「ブラック ・アウ ト」(空 白状態)訳測 を設け,被 害地域への外国人による立入

を禁 止しだ 川曲。 そ して連 合国軍俘虜 についての調査報告書と緊急援助 一

これ らこそが 日本が無条件降伏 してからの救価活動 の最優先課題であった

にマルセル ・ジュノーは忙殺されていた。8月2911付 の 「イブニ ング ・スタ

ンダー ド」紙の紙面では 「ジャップは我ノ∫に俘虜の完全な リス トを提 出した」

とい うメインタイ トルの ドに次のようなサブタイ トルを掲げている。すなわち,

「東京地ノ1の俘虜 と被抑留 者の氏名がようや く連合国軍側に提供。完全な リス

トを本口提供 したのは赤一卜字国際委員会駐(1代 表部のスイス人派遣員マルセル ・

ジュノー博十:」,と。

同 じ1-1に,マ ルセル ・ジュノーはU本 在住 の一・スイス人 ビジネスマ ン訳洞31

に スイス公使館臨時職員マルクス ・ヴァイデンマン博is(1910-??)訳`lqllと

日本人通訳1名 訳「lI151を随行 させ,広 島に向けて派遣 した。 このビジネスマン

には現地か ら報告を送るように指示 し,こ のために必要な許 可を取 り付けた。

翌8月30日,マ ルセル ・ジュノーは一通の電報を受信 した。そこには被爆後

の惨状が次のように述べられていた。

(p.21)

「宛 外 務 省 東 京6(課?)鈴 木 公 使 川1`"を 介 して ジ ュ ノ ー 博f:に 以

F伝r乞 う。8月30日,私'kilX17は 広 島 に 入 った 。 恐 る べ き惨 状 で あ る。 街

の80%が 破 壊 さ れ て い る。 総 て の 病 院 が 倒 壊 して い る か 又 は 深 刻 な 損 害 を
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マ ル セ ル ・ジ ュ ノー 一一 人 の 『第 三の兵1:』 と して

被 っている。私が仮設病院2棟 を視察 したところ,そ の状況は言語に絶する。

爆弾の破壊力は想像をはるかに通 り越 して甚大である。一見回復に向かいつ

つある多 くの負傷者の容態は白血球減少 と他臓器内部損傷のため急変 し,今

やその相 当数が死に瀕 している。 なお も10万 名以 ヒの負傷者が市周辺の臨

時救護所にありなが ら包帯 ・医薬品を全く欠いた悲惨な状態 に置かれている。

貴職 は連合国軍最高 司令部と交渉 し,直 ちに街の中心部に救援の医薬品を落

ド傘にて投下す るように要請 されたい。救急川品は以 ドのとおりである。 大

量の包帯 ・外科川ガーゼ ・火傷用軟膏 ・スルファミド・du漿 及び輸 血川器材,

以一ヒである。 貴職 におかれては直ちに実行にとりかか られ るよう切望す る。

医療調査団の派遣 も望ましい……」)廓1川{'団8

同 じ8月30[-i木 曜i-iに ジュノーのもとにガイムショウ,す なわ ちil本 政府

外務省よ り被爆後の広島と長崎の惨状をおさめた一連の写真が届いた。 これら

の写真には,広 島の現地で ジュノーが口本陸軍船舶 部隊の軍医大尉か ら入手 し

た ものが加わ り,1946年 に ジュネーブに送 られた。

9月1日is曜U,彼 は 在横浜のニュー グラン ド・ホテルを訪れ,ウ ェインラ

イ ト少将,パ ーシバル中将,フ ィッチ准将,マ ーカス大佐,フ ァレル准将,オ ー

ターマ ン大佐 と会見した。 ここでジュノーが広島への救援問題を取 り ヒげたの

は当然のことであった。 ジュノーはおそ らく長崎への救援問題をも提起 したこ

とであろう。 しか しなが ら,連 合国軍最高司令部に対 してIE式 な申し人れを行

うことができたのはようや く9月4日 になってか らであった。その際に連合国

軍最高司令部側の担当者となったのはフィッチ准将,そ して軍医総監B。P.ウ ェ

ブスター軍医人佐である。 ジュノーは彼らに対 して救援活動の実施を即座 に要

請 した。 ウェインライ ト少将をも含め,か つて 日本軍配 ドの満州で俘虜にな っ

ていたアメリカ軍将兵への救援を行ったことを後ろ盾にした彼は,こ の問題を

連合国軍最高司令官 マッカーサー元帥による緊急の検討にまで持 ち込むことが

できたのであった。その結果,3日 後になり,マ ッカーサー将軍はジュノーに

対 して,1」 本側医師2名 却11`"を加 え たア メ リカ軍医療調 査団 と共 に12ト

ソ';'Tl`1`'幽の医薬品及び衛生品をたず さえて広島人 りすることを許"∫した。 こう

して9月8nに 広 島に向か ったマルセル ・ジュノーは次のように記 している。

「離陸 してか ら1時 間 もすると,富lj山 の東側のIL　腹 に沿 って飛行 してい
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ました。 あの堂 々と した噴火口がす ぐ近 くにありま した。次 いで,名 占屋,

大 阪,神 戸 といった大都市の上空を通過 しました。 これまでの爆撃による連

日の火災を辛 くも免れた数少ない市町村(p.22)が あ ちこちに点在する中

で,空 襲の爪痕を残 しているこれ らの大都市は,さ なが ら途方 も無 く大きな

錆(さ び)の 染みであ るように私には思えました。 こうした様子は,た しか

に痛ま しいもので したが,お よそ想像を絶 した広島の廃城の光景とは比べよ

うもあ りませんで した。高空か ら観察 した ところ,か つては人口が40万 に

達 し,市 内には7つ の川が流れており,太 旧川のデルタ上に築かれていたこ

の町は,並 外れた力によって吹 き飛ばされていました。町の中心部は,巨 大

な白い染みで しかあ りませんで した。 その周囲は,被 爆後に起 こった火災の

跡なので しょうか,褐 色化 した地帯がえんえんと続いていました。遠方に目

を向けると,港 の付近に,丘 に遮 られていたためか,無 傷のまま残 っている

建物が幾つか見えました。広島市の ヒ空を旋回 した後,6機 の輸送機はす ぐ

に着陸 し,10分 後 に私たちが降 り立った ところは,日 本海軍の航空隊基地

である岩国飛行場で した。医薬品が輸送機か ら降 ろされま した。調査委員会

の責任 者であるファレル准将か ら私は医薬品の管理を任されま した。 リス ト

はありませんで したが,医 薬品の総重量は15ト ンにも達 していま した。 こ

れらの医薬品をri本 海軍の一 上官に託 して,そ のIIの 夕方,私 は(最 寄りの)

III陸 軍 司令部を訪れました。そ して,こ こでは,翌 日の広島入 りの準備を

整えて くれました。fl曜 日にあたる翌9月9口,私 たちは破壊 しつ くされた

町に入 りま した。そ して多方面か らの証言を聴いて回 りま した」)鮪8{嗣㍗

マルセル ・ジュノーは5日 間にわた り広島に滞在 し,あ らゆる病院を視察 し

ては,医 薬品が最善の形で配給 され るように監督 してまわり,不 足品を確認す

るとそれ らの物品を調達 し,医 師と して自ら直接に救援活動 に従事 したN;tiFUK?。

広 島の都市基盤 は潰滅 していたので,彼 は美 しい宮島に宿泊 した。 ちなみに宮

島は原爆による被害を免れていた。 ジュノーが東京にもどってか らの2日 後 に

襲来した枕崎台風 によ り広島県では更に2,000名 の 犠牲者が出たばか りか,周

辺地 方だけで も犠牲者は3,800名 におよんだ……。

マルセル ・ジュノーは手帳(日 記)を つけてお り,そ の中に業務Lの ことを

克明に記 していた。 この期間の ことについては,次 のよ うに記録 している。

一72一



マ ル セ ル ・ジュ ノー 一一・人 の 『第 三の 兵1∴ 』 と して

9月4日 火曜 日。Il記 を見る。為さねばならないことがた くさん有 り,書 く

だけの時間がない。広島行のためのT一続をフィッチ将軍のもとで行う。進駐

軍が大挙 して到着。 ブル トーザーが動 いている。

9月5日 水曜日。 アレクシス ・ジョンソン米国領事を訪ね る。

9月6日 木曜日。 サムス軍医大U.:'Tfl'18°1がII本側 知事宛の覚 書の写 しを私に

渡 して くれた。我 々の管理 ドにある医薬品12ト ンを空輸する手続 きを私は

終えた。

(p.23)

9月7日 金曜 日。都築教授,本 橋医博,ブ リック大尉,ノ ーラン大尉,フ ァ

レル准将,ニ ューマン将軍,物 理学者のモ リソン氏,オ ーターソン大佐に合

流。(広 島では)宮 島に宿泊(r定)。 宮島とは 「神聖なる島」を意味す る。

9月8日 土曜 日。09時30分,広 島に向けて離陸。Gen 。'kil1"?Uが東京に到着。

12時oo分,(乗 機 は)広 島 ヒ空に達す る。G .Moi.'{`ll231の光 景はiく その

通 りだ。岩国飛行場に着陸。医薬品を(輸 送機か ら)降 ろす。宮島にて宿泊。

9月9日 日曜 日。 広島に到着。病院 にて個人的諸記録 訳液"を 閲覧す、,広島

に原爆が投 ドされたのは,8月61108時15時 。 広島市を一一瞬に して焼 け野

原に して しまった。広局駅では,原 爆投 ド時刻を指 したまま時計が停止 して

いた。

9月10日 月 曜日。広島県知事高野源進氏 ,同 県衛生課長喜多島医師に出迎

え られる。 知事は(原 爆で)夫 人を亡くしていた。同知事は ・連の事態に打

ちのめされた様t一であり,ア メ リカ人 ジェン トルマンらを出迎えることは拒

んだようだ。私に同行 した記者も(原 爆で)兄 弟と姉妹を亡くしていた
。

9月11日 火 曜 日。松永勝医師 と落合 う。宮 島の神社を訪れた。広島にて各

病院を視察 してまわり,日 本側医師 らに会う。宮島に戻る。

9月12日 水 曜 日。今朝は,「 広島症候群」川 蝉 の複雑な症例を幾つか診た。

症候群 と して この症状が広 く発症 している。II本 は武力以iに 奇妙な秘密

(「広島症候群」)を 抱え込んでいた。帝国大学のナカ ド医師川'23に 会 う。尾

道 に到着。

9月13日 木 曜日。1,:'1-'t,善通 芋,新 居浜川 『26'各f昇虜収容所の撤収を視察。

Balian'川 〔27,トラ ック,赤{一 ・;一:のマー クをつけた[1〔両,総 てが順調である。

業務は円滑に進んでいる。(こ れ らの トラック,1'1両 は)宇 野港に向けて出

発。
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9月14日 金 曜 日。尾道を出発。特別に手配された車両で鉄路,大 阪川 榊 に

到着。 夕刻,ジ ョンソン領事に会 う。 ブルンナ___,a;;i,,,が中国人 ・ギ リシア

人俘虜 らへ救血 晶訳牌"を 配給す ることへの協力を私 は同領 事に要請 してお

いた。

9月15日 土 曜 日。18時30分,東 京に戻 る。

こうした人道活動を称え,今 日,広 島の平和祈念公園に一外国人を顕彰した

碑 としては唯一のマルセル ・ジュノー記念碑が建立されている訳`1帥。彼が 口

本か ら赤 卜字国際委員会に持ち帰 った60葉 ばか りの写真は広島 ・長崎の惨状

を ヨーロ ッパに初めて伝えたのである。1982年,赤1一 字国際委員会はマルセ

ル ・ジュノーが広島視察について記 した遺稿を 「広島の惨虐」と題 して赤 卜字

国際雑誌に掲載 した1駅掴'い訳`団。

(p.24)

第2次 世界 大戦 後,1946-1952

マ ルセル ・ジュノーは1946年4月 までLl本 に留 ま り,赤 卜字国際委員会駐

ll代 表部首席派遣 員の任にあた った。 スイス帰国まで彼は連合国軍俘虜の本国

帰還業務を処理 した。1945年10月2611,息f一 ブノワが出生 した。 しか し,

父親であるマルセル ・ジュノーはなおも極東にあ った 騨2㌔

1916'1=,在 ベ ルンのアメ リカ公使はスイス外務省宛 にワシン トンの本国政

府がマルセル ・ジュノーに対 して 「自由功労賞」を授 与したい旨を通告 してき

た。 同公使か らの覚書は次のようにアメ リカ本国政府 見解を伝えている。

「1945年8月 の 日本降伏後の連合国軍俘虜の所在地を確定 し彼 らの本国送

還に尽力 し,国 際赤一卜宇活動に従 事す るスイス市民 ジュノー博士の行為が賞

勲に値す る大きな理由について。

8月91iにn本 本Lに 赴任 したジュノー博L一は直ちに赤 卜字国際委員会駐

11代 表部派遣員らと連絡を とった。これ らの派遣員らは1_1本全 国に点在する

民間人抑留所および俘虜収容所の状況について知悉 していた。それゆえに,

我 が第 る艦隊が相模湾に到着 した9月28n,博r:は 抑留所および収容所に

ついて 正確でかつ詳細な情報を提供された。 その結果,解 放を待 ちわびてい

た被収容者 らに食糧および衣料を我 々は友軍機からの投 ドで提供することが
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できた。更に,我 が軍 の先遣部隊と共に上陸用舟艇 に便乗 した博上は,大 森

俘虜収容所の俘虜を解放することに協力 された。俘虜解放にあた ってまず案

内人かつ通訳 として 、玩ち会われた。 日本国内各地に散在 した民間人抑留所お

よび俘虜収容所での解放に際 して もあらゆる協力を惜 しまれなかった。博L一

は我 らが1司胞のために卓越 した行政 手腕を発揮 し,事 にあたっては不動の決

意で臨み,真 摯なる努力を払われた。彼が思 いつ くままに講 じた措置であっ

て も総ての人々に役L/.った。 こうして,ジ ュノー博L一はll本 側収容所 におけ

る連合国軍俘虜の早期解放に大いに貢献 されたのである」。

これに対 してスイス政府 当局 は直ちに次のように回答 した。すなわち,年 齢

42歳 の ジュノーはなお も軍務に服す る義務があり,現 役軍人の彼が外国政府

か らの勲 章を受 けることは連邦憲法 によ り禁 じられている,と 胴1」レ。 アメリ

カ政府 もこれ以上 は固執せず,(p.25)こ の 話は沙汰iLみ とな った。 ジュノー

本人も白分に勲章授 与の話があ ったとはついぞ知 るところとはな らなかった。

第2次 世界大戦が終結 し赤 卜字国際委員会派遣員の業務もな くなったので,

1946年 夏,彼 は赤i・字国際委員会を離れ,医 師の本業に復帰 し,外 科医と し

ての技量に磨きをかけた。1946年9月 か ら1947年7月 にかけて,パ リに所在

す るラネック病院にてロベール ・モ ノー教授の胸部外科診療室で ジュノーは研

修を受 けた。出費をできるだけおさえ るために,と はいえ 自ら倹約をすること

は好まなかったので,妻rは スイスに残 しておき,パ リでは姉マ ドとその夫モー

リス ・コー博1:の 宅 に彼は寄宿 した。)教 養が豊かで芸術家 らの知人が多か っ

た コー博 ヒを介 して,ジ ュノーはロシア人画家パーヴェル ・チェ リテェフ,作

家 シレッ ト・オフェール,コ レッ トといった人々と親密になった。

彼がかの 『第 三の兵L』 を執筆 したのはこの時期である。秘lt-,をお いていな

かったため,白 らタイプライターをたたいて原稿を執筆 した。 当時の赤 卜字II{i

際委 員会委員長であったマ ックス ・フーバー劇22の 快諾による序文を付 して,

この書物 はパイヨ社か らフランス語でオイローパ ・フェラー グ社から ドイツ語

で出版 された。直 ちにスウェーデン語に翻訳され,後 に英米版(1951年)も

同行 された。英米版に続き,日 本語版 とオランダ語版,更 にはセルビア ークロ

アチアll吾版(1994年)もrl」 行 された。 スペ イン語版がt=U行 されたのはフラン

コ没後である。今U,赤 卜字国際委員会が同書の在庫を管理 してお り,英 語版,

フ ランス語版,ス ペイ ン語版が人 手11∫能である。この 「第三の兵 畳ご』が 円行 さ
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れたことはスイスのみならずqtr界の メデ ィアで大々的に報 じられ,フ ランス語

初版は3ヶ 月で売 り切れた。

パ リでの研修が終盤にさしかかった頃,マ ルセル ・ジュノーはスイス ・アメ

リカ財団か らの奨学金を得て,ニ ューヨー クで胸部外科での研鐙を更に深める

ことができることになった。1947年10月,彼 は家族 と共に渡米 した。 ジュノー

は余暇の間ず っと家族 と共にニューヨーク北郊外の ヴァレー ・コッティジで過

した。彼地では,彼 の従兄弟モー リス ・ヒー トン(1900-1990,ガ ラ スn芸 家)

とその 妻ベ レニ ス ・ヴァン ・スライク(1894-1979,詩 人 であ り写真家)が 生

活 していたか らである。 しか し,ニ ューヨー ク到着1直後に,ジ ュネーブで既に

面識を得ていたモー リス ・ペェイ トlli1iF12:"と彼 はニュー ヨー ク近郊の レー ク ・

サ クセ スで再会 した。 お りしもニューヨークではユニセフが創 立されたばか り

であった。モー リス ・ペェイ トからの説得で ジュノーはスイス ・アメリカ財団

奨学金を辞退 し,(p.26)連 絡 調整官 としてユニセ フに人ることにな った。

1947年12月19日 付で中国におけるユニセフi三席代表に任命された ジュノー

は,1948年1月 末に南京に向けてフ ィリピン経山の海路で出発 した。 妻fと

は南京で 再会 した。南京から北京,ヒ 海 と移動 しつつ,彼 は中国革命 ドの複雑

な政治的文脈の中で任務の達成に努めだ1;1}1唱1。周知の ことであるが,1946-

47年 に か けて 中ll到国 内で救 援 活動 に従 事 したi連 関係 セ要機 関で あ る

UNRRA(国 連救済復興機関)は,中 国1司内での国共内戦 や,1945年 以 後の

混乱,中 国側行政の実態,イ ンフ レーション,汚 職等 々により,2年 分の チ算

を浪費 した。 この金額 は米 ドルに換算 して50億 ドル以f一にのぼ った。 ジュノー

が執行 した1,200万 米 ドルのr算 は,出 生時の不衛生により破傷風で死亡す る

400万 乃至は500万 人 の新生児を除き,6,700万 人 の中国人児硫を救済するた

めに充て られた。 なお,救 済対象とな った中国人児竜数は毎年1,600万 ずつ増

加 していった。援助は現地で成功を納めていたユニセフの活動を支援するため

に専ら充て られた。数 ヶ月の間に,児 竜を対象 としたユニセフ給食センターが

中国国内の10ば か りの大都市に開設された。 しか しなが ら,事 態は絶望的で

あった。 なぜな らば,1人 の医師が担当 した30,000名 もの住民の うち,都 市

圏内に居住する者は皆無であ り,i病 院合わせての15,000床 で中国全(.4億

5,000万 人 の住民 に対応せね ばな らなか った か らであ る。 ちなみ に,こ の

15,000床 と いう数字 は当時のロン ドンil∫内における総床数にも及 ばない。 マ

ルセル ・ジュノーは,,,.1時 猛威をふるっていた結核r防 のために,児 竜対象の
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マ ル セ ル ・ジ ュ ノー 一一 人 の 『第 三の 兵i二』 と して

r防 接 種を大規模に推進 したいと望んでいた……。 しか し,い ずれ も有能では

あるものの,彼 が使 うことがで きたのは5つ の医師チームに過 ぎなか った。 看

護婦 についても同様である。 ジュノーが直面 していたのは資金浪費となる案件

ばか りであ った腺`1嚇。 この他 にも,レ オ ・フロッセール,ペ リー ・ハ ンソン

という2名 の熟練医が勤務す るとい う予定で 「北中国ユニセフ事務所」を開設

する目処が整 う直前になり,共 産圏に於ける児童 らのためにほとん ど何 もして

やれないという葛藤に彼は悩まされることになった。

1948年 夏,後 にハンソンの著書中でも引川されているモー リス ・ペ ェイ ト

に宛てた書簡において,マ ルセル ・ジュノーは次のよ うに記 している。 「今回

の任務は私が今までに担当 した中でも最 も困難な ものである。なぜならば,任

務の成功如何をひとえに左右す るのは貴兄でもなければ私「1身で もない。中国

政府で もなければ,ボ ラ ンテ ィア団体でもない。む しろ,そ れは,今 日中国が

置かれている未曾有(p.27)の 状 況次第なのである」(原 注⑳ 前掲 書),と 。

しか しなが ら,ハ ンソンは次のように述懐 している。すなわち,「1948年 が 中

盤にさしかかる直前,す なわち,彼 が赴任 してか ら4ヶ 月もたたない頃であっ

たが,マ ルセル ・ジュノーは中国政府 と業務に関わる公式の関係を築き上げ,

首都北京にユニセフ事務所 を,幾 つかの都市に現地採用済みまたは採用r定 の

人員を配置 した地方支所を開設 した。そ してこうした拠点は中国北部における

ユニセフ活動推進 のために置かれた ものであ った」(原 注⑦① 前掲 書,p.25)。

レオ ・フロッセールは中国での任務への加勢を請うために世界保健機関からジュ

ノーが招聰 した人物である。その フロ ッセールはペ ェイ トに宛てた1948年6

月16日 付 書簡の中で次のように記 している。すなわち,「 ジュノー医師は極め

て巧妙にかつ賢明に現地情勢を処理 しています……」,と 。

ユニセフ執行委員会か らの委任を受けたマルセル ・ジュノーは1948年8月

中に朝鮮 半島に赴き,4[11間 に わた って現地情勢の緊急分析を行った。彼によ

る業務報告書劇 蜘 は数年後にな って南朝鮮 に於けるユニセフ活動 の基礎資料

として取 り ヒげられ ることになる。

1949年1月221」,健 康を害 したマルセル ・ジュノーはニ ューヨークに向か

い,ユ ニセフ執行委員会総会に出席 した。彼の容態が急変 したため,医 師団が

診察 した。 その結果,左 ド肢動脈内石灰分重度沈着により動作が困難にな って

いるということであった。 その上,マ ルセル ・ジュノーの 当時3歳 半の息rも

1;度 の アメーバ症 に罹患 したために,ペ ェイ トはジュノーの妻rを ニューヨー
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クに帰還させた[Mゴ2丁「。いずれにせよ,彼 の任務は1949年5月 に終rし た。 ジュ

ノーは浪費せず に済んだ予算の80%以 ヒを中国か ら持 ち帰 りモー リス ・ペェ

イ トに引き渡 した。 とi司時 に,「 本当に有用なことを成 し遂 げようとするには

10年 の歳月 とr回 の1,000倍 のr-:が 必 要だ ったのだが」 と彼はペェイ トに

告げた。

マルセル ・ジュノーはなお も2ヶ 月間ユニセフに勤務 し,彼 の息子は 「メイ

ヨー ・クリニ ック」で治療を受けた。 しか し,1司 年4月 には事実 ヒ彼は歩行で

きな くなり,緊 急にヨーロッパへもどることになった。なぜならば,ニ ューヨー

クであ らゆる医療検'Ei:を受 けたとはいえ,そ れだけでは不 卜分だ ったからであ

る、,結局の ところ,ジ ュネーブでは友人の放射線 專門医であるピエール ・バル

デが彼を診察 した。その結 果,大 腿動脈部にコレステロール嚢胞が異常 に発生

し,さ らに腸骨での石灰分沈着とで合併症が起 こっていると診断 された。1949

年5月12日,ロ ン ドンにおいて,ジ ュノーはサー ・ホラース ・エヴァンス医

師の執刀による外科1一術を受 けた。 手術後の経過が思わ しくないため,ジ ュノー

は世界保健機関での要職 に就 くことを断念 した。 もはや全快す ることはもとよ

り外科医と して(p.28)復 帰 することも不11∫能であることを彼は悟 った。 な

ぜな らば,手 術中長時間にわたって 立ち続けることができな くな ったか らであ

る。考え抜いた末,坐 ったままで も仕rが できる医療分野があることを彼は見

つけた。それは麻酔術である。 この分野 はヨー ロッパ大陸ではまだ緒に就いて

間 もなかった。

1949年10月,体 調不良に もかかわ らず,ジ ュノーはパ リに赴き,コ シャン

およびプロッセ両病院に於いて麻酔術の研修を受け始めた。パ リ大学医学部に

於いて彼 は麻酔術修rlll[を 取 得 したのであるが,1950年2月 にな ってパ リの

ル リッシュ医師の執刀で左足に2度 目のT=術 を受けた。

英米圏,特 に英国では麻酔術が格段に進歩 していることを知 り,1950年5

月,彼 は米国留学の奨学金を辞退 し,ロ ン ドンに留学することに した。 ロンド

ンでは姉 ミローとそのkヴ ィク トール ・セ レゾールの宅に寄宿 した。少 し遅れ

て妻rも 合流 した。

甥 ピー ター ・セレゾールは叔父マルセル ・ジュノーが滞在 していた時のこと

について次のように述懐 している。「2階にあった自室で,叔 父は黒板に色チ ョー

クで解剖図を描いていた。今でも私は解剖図を 目にするたびに彼が描いていた

図と彼の部屋 にあった黒板とを思い出さずにはい られない。1i.足を鍛えようと
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マ ル セ ル ・ジュ ノー 一 一 人 の 『第 一三の 兵 卜』 と して

叔父は毎日歩いていた。 当時私たちが住んでいたのはアデ ィソン ・クレセ ント

通 りである。 この通 りは 一三角形の一辺を成 していた。彼は我が家の玄関を出る

と左回りに歩き始め,歩 けるだけ歩くと,帰 宅 した。最初の頃は,叔 父はアディ

ソン・ロー ドの端まで しか歩いて行 くことができなか った。そのうち,彼 はア

デ ィソン ・ロー ドの端を越えてだんだん遠 くまで歩を延ばす ことができるよう

になった。 だが,い つ も我が家の玄関の左側か らlkっ て来た。 しか し,と 或 る

日,叔 父は玄関の右側か ら戻 って来た。つ まり,モ 角形を1瑚 してきたのであ

る。叔 父は本当に喜んでいた。 この快挙を家中で祝 ったことを私は覚えてい

る」。

ロン ドンの ミドルセ ックス病院でマルセル 。ジュノーはバーナー ド・ジョン

ソン,A・J。H・ ヒューアー1川ytii両教授の下で麻酔術の研修に努めた。その

結果,1951年8月 か ら11月 にかけて,彼 は 「臨床助手」 に任命され,lrd年11

月付 でF・F・A・R・C・Sll;"1'2"1の 称号を取得 した。

(p.29)

ジ ュネ ーブ への帰 還,1952-1961

これ までの人道活動を称えて1950年 に スウェーデ ン皇太rカ ールか ら'1`一和

功労金大勲 章廓 帥 を授'∫されるという栄誉を受けた後,マ ルセル ・ジュノー

は1951年 に ジュネーブに帰還 した。

ロン ドンからの帰還 にはイタリア ・フィアッ ト社製の乗用車 トポ リーノが使

川された。これに同行 した甥の ピー ター ・セ レゾールは次のようにllil想してい

る。「我々は総て新調 した ステンレス製の麻酔機器一式を携帯 していた。 それ

は,キ ャスターのiに 固定された一連のガスチューブと令温水混合栓か らなる

装置であり,乗 用車の取 り外 し可能なルーフをはみ出 していた。 幸いにも,戸

外は快晴であった。税関を通過す る時に,叔 父は麻酔機器一式の リス トを提示

した。 その中にはアンプルに詰められた クラーレも含まれていた。 この製晶は

当時麻酔関係の輸人品一式 を新 しい通関検査での検査項 目に挙げられていたの

で,税 関では非常 に珍 しが られた。 た しかサ ン ・ジュリアン経山で我々は ジュ

ネーブ人 りしたと思 う。 今でも覚えて いるのだが,ジ ュラ山系を越える時に

(ト ポ リーノで勾配をiる には時間を要 した),す てきな娘さんたちとすれ違 う

度に,私 は叔父と一緒 になって歓声を ヒげそ してT一をふ ったものだ」。
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マルセル ・ジュノーが落着いた一軒の借家はレマン湖畔のル ・クラポテ ィと

い う所で あ り,ヴ ェセナの斜面 に面 して いた。 彼はスイス医師連 盟加入医

師Jail'1幽いの資格を取得すると,麻 酔医として開業 した。1953年,マ ルセル ・ジュ

ノーが ジュネーブ州医療 当局を説得 した結果,州 立病院に麻酔科を創設するこ

とが不可欠だとい うことになり,若 い麻酔科医を養成するための体制が必 要に

なった。彼の提案が受け入れ られ瞭澗,,彼 自身がこの診療科を取 り仕切るこ

とになった。 そ して,マ ルセル ・ジュノーは若 くして選んだ医師という職業を

死の直前まで実践 したのであった。

この麻酔科を運営 していくにあた り,ジ ュノーはこの科の存在意義を高める

べ く戦わざるを得なか った。 多くの医師は,特 にフランス人医師の場合がそう

であるが,麻 酔術を看護婦の仕 事か又は 二流の医師のやることとみな していた。

これに加えて,麻 酔医白らが外科医である場合には周囲との軋礫は不可避であっ

た。これはジュノーの場合に限 ったことではない。例えば,ジ ュネーブ州立病

院麻酔科でジュノーの助 手をつ とめたベル トラン ・ブロンネル医師の場合 もそ

うであった。 ジュノーは必要な場合には,自 分に代わって助手を治療にあたら

せた。例えば,ピ エール 。ケーニ ヒ医師がそうである。ケーニ ヒ医師はジュノー

と同 じ時期に英国で麻酔術を研修し,オ ックスフォー ドでサー ・ロバー ト・マ ッ

キン トッシュの ドで研鐵を積んでいる。 このよ うにして,英 国式の麻酔術が一

貫 してジュネーブ州 立病院麻酔科で川いられたのであった。

(p.30)

マ ルセル ・ジュノーは多くの医学会に参加 し多くの研究論文を発表 している。

専門 とす る麻酔学 に関 してばか りでなく,原 子爆弾が人体に及ぼす医学的影響

についても幾つかの学術報告を行 っている。

夏のバカンスに行 く機会があれば,ジ ュノーはスペインを訪れ,内 戦当時バ

ルセロナでの知人らとの旧交を温めたものであったh「圏7圃2b。

1960年12月12日,ジ ュノーは ジュネーブ大学医学部において 「フローセ

ン川 紬 の薬学的作用と臨床的応川について」 という演題で麻酔学専攻私講師

就任講演を行 った。更に彼はジュネー ブで画期的な麻酔学総会の開催を取 り仕

切 った。 これにはスイスばか りでな く,ド イツ,オ ース トリアか らの学会関係

者 らも参加 していた。 それは1961年9月10日 に開催された}1;111113卜。

1952年10月23日,赤 卜字国際委員会は同委員会委員への就任をマルセル ・
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マ ル セ ル ・ジ ュ ノー 一一 人 の 『第 三の 兵 士』 と して

ジュノーに求めた。 こうして,国 際人道活動現場 について彼が有す る経験 と医

師 としての様々な資質ゆえに,ジ ュノーは赤 卜字国際委員会副委員長に選出さ

れたのであった。

同 じく1952年,マ ルセル ・ジュノー とその 妻ジ ョー ・ジュノーはジュネー

ブ郊外田園地区に売 り家を探 し求めた。ごく親 しい友人の一人であるレイモン ・

デオナ脚 肺 がコ ミュー ン・ド・ジュッシ イの リュリィエ{F野 部の湖側に占い

1軒 の農家が売 りに出されていることを2人 に告げた。1953年 よ り2人 は ここ

に居を定 めた。 当地で味わ うことができた静けさゆえに彼は州立病院と赤 卜字

国際委員会 との間でお くっていた 二重に多忙な生活に耐え ることができたので

あった。 マルセル ・ジュノーの葬儀に際 しての弔辞の中でレオポル ド・ボワシ

エは次のように述べている。 「長い旅か ら戻 ると,マ ルセル ・ジュノーはルユ

リィエの 自宅の庭に私 どもを招 いて くれ,そ してささやいた ものです。「なん

て美 しいのだろう』,と 。実際,花 々はrを 盛 りとますます美 しく咲 き乱れて

いましたし,小 麦はHに 口に黄金色になっていました。そして,見 晴 らしはヴァッ

シュを超えてますます光に満 ちてい っていました。マルセル ・ジュノーがあま

りにも悲惨な光景を見てきたものですか ら,神 が この世のあ らゆる美 しい もの

を彼のためにとっておいて ドさったので した」。

歩行す るにあたって困難をきたしステ ッキがなければ身動 きができな くなっ

ていたが,1957年,マ ルセル ・ジュノーは赤 卜字国際委員会の 要請により,

1956年 のハ ンガリー動乱後の救援活動を目的 としてウィーンとブタペス トを6

月11-19日 にかけて訪問 し,ニ ューデ リーでは(p.31)赤1'字 ・赤新川 剛察

会議 に参加 し,同 じく赤1一字国際委員会の仕 事でカイロを訪れた。1959年 に

はソルフェリー ノの戦 いの100周 年 にちなんだ記念式典に も列席 している。

同 じ1959年,在II朝 鮮 人帰還問題 をめ ぐり日本赤 卜字社への助ノJを目的と

してマルセル ・ジュノーは再訪 目した。1950年 代 にあっても,約60万 人の在

ki朝 鮮 人が 口本国内に居住 していた。彼 らの大部分は1910年 の 日韓併合後に

来日したものであった。 日本国内では経済的にみ じめな境遇に置かれていたた

め,北 朝鮮への帰国を希望 した者がおれば,南 朝鮮への帰国を希望 した者もあ

り,い ずれをも希望 しない者 とに分れた。 この問題を解決す るために協力を要

請された中 立機関が赤i字 国際委員会であった。 しか しなが ら,日 本世論の一

部ばか りか在 日朝鮮人の一部では外国か らの介入を好まなか った。 このため,

到着後空港から自動車に乗ったマルセル ・ジュノーが卓中か ら日にしたのは,
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「赤 卜字国際委員会 帰れ!」 とか 「ようこそ,ド クター ・ジュノー」b;:ilsaと

い う相反する内容のプラカー ドが町中に林 立している光景であった。後者のプ

ラカー ドは広島での彼の救援活動が知 られていたか らである。在 口朝鮮人帰還

問題は1959-1960年 にかけて首尾よ く解決 された。

1960年,彼 は赤1-・一_国際委員会委員長 レオポル ド・ボワシエに随行 してポー

ラ ンドとソ連邦を訪問 した。そ して,赤 卜字関係の外国訪問としてはこれが最

後とな ったのであるが,極 東(台 湾,タ イ,香 港,韓 国,日 本),カ ナ ダ,米

国を歴訪 して,各 国赤 卜字社を視察 した。

1961年6月161i,ジ ュネーブ州 立病院麻酔科で処置を終えた一 女性患者を

T一術室か ら搬出させた直後,心 臓発作のためにマルセル ・ジュノーは急死 した。

遺志 により彼はジュッシィーの墓地に埋葬 された壕脚11。 赤一卜字国際委員会に

は全世界か ら3,000通 以 ヒの弔電が寄せ られた。生前より各国赤 卜字社か ら数

多 くの栄誉を受けていた彼に,U本 政府は勲 一等 瑞宝 章を遺贈 した7;'脳 川Il5。

1979年,広 島県医師会の呼びか けによる募金を元に広島'F和 公園内にマル

セル ・ジュノーを顕彰 した記念碑が建立された。そのきっかけとなったのは,

「原爆秘話 一 広島の恩 人 ドクター ・ジュノー」と題 された松永勝医師の手記

が 「婦人公論」誌1978年8月 号,190-197頁 に掲載 されたことによる沢≧B准'1。

この 手記により(p.32)マ ル セル ・ジュノーが赤 卜字国際委員会駐 日代表部

fl席 としての義務の領域を越えてまで原爆犠牲者らへの救援を組織 した行為が

再評価 された。 これ と時期を同 じくして,ジ ャーナ リス トの大佐占一郎氏が

「ドクター ・ジュノー 武器なき勇者』(東 京,1979年 刊,209p.)をL梓 し

た.J:rli7,・… ・。 爾来,毎 年,彼 の命F1に は その記念碑前に広島県 ・広島 市当局

者 ら,広 島県医師会,広 島市内の少年合唱団,そ して高齢化により次第に数が

減 りつつある 「ヒバ クシャ(被 爆 者)」 らが集い,マ ルセル ・ジュノーを追悼

する記念式典が営 まれている。

マルセル ・ジュノーの葬儀に際 し,当 時の赤i一字国際委員会委員長ボワシエ

は次のように述べている。「私は,赤 卜字国際委員会派遣員らの中で も最 も理

想的な派遣員であった彼,す なわちマルセル ・ジュノーに敬意を表 したいと存

じます。私が敢えて 『彼が最 も理想的な派遣員であった』 と申 し1げ るのは,

戦争や国内動乱の犠牲者を救援するためにこれまでに奮闘 し,そ して現 に奮闘

中の数多くの派遣員チームの うちでも彼マルセル ・ジュノーほど多様な経験 を

した者はお りませんで した し,生 まれなが らに有 していた白己犠牲 ・勇気 ・人
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マ ル セ ル ・ジュ ノー 一一 人 の 『第 三の 兵 士」 と して

道主義の精神を発揮 してか くも多 くの場面に遭遇 した者はいなか ったか らなの

です」。

むすびにかえて

以Lの 短い評伝が見方によってはおそ らくはあま りに も味気な くそ して事実

の羅列であるとうつるのは,筆 者たる私が父マルセル ・ジュノーについての個

人的な回想を何 らちりばめていないからであろう。 ちなみに私が父と死別 した

のはまだ私が15歳 の時であ った。父 自身 も同じく15歳 の時にその父(私 から

すれば祖父)リ シャール ・サ ミュエル ・ジュノーと死別 している。

マルセル ・ジュノーの生涯は常に隣人に対する行動 と献身とへの熱情に満 ち

ていた。私が幼か ったとき,「 どうして父がいつ も不在であるか」,「父は私だ

けの ものではな く彼が世話を しているあ らゆる人々の もので もあること」を母

は私に言って聞かせねばな らなか った。 それは母にとって も決 してたやすいこ

とではなかった。

1950年,5歳 の冬に,病 気療 養のため私は クラン ーシュール ーシ イェールで

冬を過 していた。 と或 る英国人夫妻が山荘の前に積 もった雪の中で一人遊んで

いる私を目にとめた。その時,母 は屋内にいた。

「今 日は,坊 や。雪の中で何を しているんだい?」

「僕はイグルー沢li脳を作 っているんだ。 でも,ヒ ロシマで亡 くな った20万

人の人達 の冥橿を僕 は祈っているんだよ」

びっくりしたその夫 妻は,山 荘の ドアを ノックして母に私のことを尋ねたそ

うだ。

(p.33)

1953年 に我が家が ジュ ッシィーに居を定めてからは,私 は父か ら多くのこ

とを教わ ったように思 う。父は庭仕事が大好きだった。雑草をどのように見分

けて抜き取 るか,ハ ツカダイコンをどのよ うに植えるか,野 鳥の見分け方,を

根気よく私に教えて くれた。父は自分の手のひらを刺 しに来た ミツバチの羽音

をす ばらしい口笛で真似て見せて くれた。自然を愛 していた父は田舎暮 らしを

楽 しんだ。 しか し,彼 が庭い じりに費や した労力は必ず しもむくわれなか った。

特に今でも私が覚えているのは徒労に終わ ったr1家 製ブランデー作 りである。
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ガ レージの中に置かれた1樽 の ミラベル'沢`1融酒 の栓が運悪 く真夜中に吹き飛

んで,ガ レー ジ中に発酵中の悪臭を放つ黄緑色の ピュー レが撒き散らされてい

た……。

父は医師 としての仕事に熱中 した。彼の判断はすばや く,準 備は人念であり,

倦むことを知 らなか った。父の一 日は朝早く病院に出勤す ることか ら始まった。

彼が私を学校に送 り届ける時刻は午 前6時45分 で あ り,掃 除夫を除 くと学校

にはまだ誰 もいなかった。夕方になると,私 は父の帰宅を今か今か と待 ち焦が

れていた。 しか し,父 の帰宅 は 「(赤一卜字国際)委 員会会議」で遅 くなること

が しば しばであ った。彼はピアノに向 うとくつろいで1時 間ない しは2時 間に

わた って ショパ ン,シ ューマ ン,バ ッハの曲を弾いた。特 にバ ッハを好んでい

つ も弾いていた。次いで,サ ロンでは父と絶え間ない来客 らの談笑で沸き返 っ

ていた。いつも父の背広か らは病院独特 の匂いとゴロアーズ訳湘゜'の香 りがた

だよってきた。父はあらゆる新製品が好きだったものだか ら,ジ ュネーブ州で

はまだ珍 しかったテ レビの1台 が我が家にあった。父との旅行はどことなく文

化的色彩を帯 びるのが常であり,私 達はロマネスク様式の教会か瀟洒な レス ト

ランを訪れた ものだった。なぜならば,父 が常 に抱いていたのは,美 しいもの,

新 しい ものへの願望 と,日 常生活への好奇心だ ったか らである。

父には私が尊敬 してやまない一面があった。それは,辛 抱強 く相手の話を聴

きそ して並外れて柔軟だったことである。そ もそ もこれは名医の資質で もある

のだが。相談を求められると,父 は注意深 く相手の話を聴いたLで 公'Fな 意 見

を述べるのが常だ った。だか らこそ父には到 る所であ らゆる分野の知己ができ

たのである。そんな父にもt手 とすることが二つあった。それは不公正なもの

と狂信的な もの とである。「不公itな ものは狂信的な ものを原因とすることが

しば しばだ」と父は語 っていた。

私が14歳 の誕生 日を迎えた時,父 は私と2人 だけでレストラン 「グローブ」

に行き御馳走 して くれた。糊のよ く効いたr1い テーブルクロス,銀 製の豪 華な

食器類,カ ワカマスの クネル,」bl[1]iのナ ンチュア ・ソー ス和えを私は今でも覚

えている。 だがそれにも増 して私が覚えているのは父と2人 だけにな って父を

独 占す ることができるという嬉 しさであ った。私達が語 り合ったのは私の学業

や,私 が将来何を したいかということや,父 の仕事についてであった。 しか し,

翌 年の私の誕生rlに,父 はもはやこの世の人ではなか った。
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マ ル セ ル ・ジ ュ ノー 一一 人 の 『第 三の 兵 」二』 と して

(p.34)

父の 著書 「第三の兵士』は祖父 リシャール ・サムウェル ・ジュノーに捧げ ら

れている。私 はこの拙い評伝を父マルセル ・ジュノーに捧げる。

ブ ノ ワ ・ ジ ュ ノー

参考 文献

・マギ ー ・ブ ラ ッ ク著 「t一供 た ちと 世界の 国 々 一 ユ ニセ フ物 語』
,ユ ニ セ フ出版 局,

1986年i;U,506pQ特 に第2章(pp.56-59)を 参照。

・レイモ ン ド・クール ヴ ォア ジ ィエ 著 『死 すべ か らざ りし人 々』,ラ フ ォン ト社,コ レ

ク シ ョン ・ヴ ェキ ュ,1978年 同Q

・ア ン ドレ ・デ ュ ラ ン著 「サ ラエ ヴ ォか ら ヒロ シマ まで 赤 卜字国 際 委 員会 史 第2

巻」,ア ン リ ・デ ュ ナ ン研 究所,1978年 「1」。

・ペ リー ・0・ ハ ンセ ン ・Jr著 「中liJにお け るユ ニ セ フ活動(1947 -1951)』 ,タ イ プ

原稿,1984年,125p。 ユニ セ フ附属 文 豊1}館分類1請求 記}},sscotecf-hst-073-unicef-

in-#841FB。

・マ ルセ ル ・ジ ュ ノー著 『第 三の兵1:エ チ オ ピア の 毒ガ スか ら ヒロ シマの原 爆 ま

で』,パ イヨ社,1947年,263pq1本 語版 は 丸III幹IE訳 「ドクター ・ジ ュ ノーの 戦

い エ チオ ピア の毒 ガ スか ら ヒロシマ の原 爆 まで』,勤 ・∵県}房,1981年 同,291p)

等 々。

・ピエ ール ・マ ル ケ ス著 『スペ イ ン内戦 中 の赤 卜字 活動(1936-1939)一 人 道 の伝道

者た ち」,フ ラ ン ス ・ア ルマ ッタ ン社,2000年 同,460p。

・大佐 占一郎 著 『武器 な きr』
,東 京,新 潮 祉,1979年 同,209p。

その他

原 注

(11リ シャール ・サ ミュエ ルの 父親 であ る ア ン リ ・ジュ ノー(1825-1882)は ヌー シャ

テ ル 参 事会 教 会 の牧 師 で あ り,そ の 妻 はマ リー 一ア デ ー ル ・デ ュ ビ ィエ(1883-

1907)で あ る。 リシ ャール ・サ ミュエ ル には次 のよ うな 兄弟姉 妹が あ った、,長姉 ルー

ト・アデー ル(1858-1901)。 新 教牧師 であ り南 アフ リカへ の伝道 師 とな ったポー ル ・

ベル トゥー に嫁 ぐ。 次姉 ロー ズ ・ア ン リエ ッ ト ・エ リザ ベ ー ト(1861-1940)、 、プ ロ

テ ス タ ン ト婦 人社 会奉 仕 団 員 と して ス トラ ス プー ルに赴 き,次 いで ヌー シ ャテ ルの

プー タ レー ス養老 院 に勤 務。 こ姉 ロー ズ ・マ リー(1862-1938)。 その 夫 ク レモ ン ・

イー トンは 芸術 家 で あ り,ス テ ン ドグ ラス職 人 の親 方 であ った。 長 兄ア ン リ ・ア レ

クサ ン ドル(1863-1934)は 著 名な 民俗..,"t=iであ り,ト ラ ンスバ ー ルへ の伝 道 師 で
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もあ った。 ツ ンガ語の 辞arを 初 めて編 纂 した。 最初 の 妻はエ ミリー ・ビオ レー で あ

り,後 妻は ソフ ィー ・ケ ル ンで あ る。 次 兄 シャル ル ・ダニ エ ル(別 名 シ ネブ レフ,

1865-1941)。 牧 師 で あ り,1921-1941に か けて1象f卜字 国 際連 盟 委 員会 委 員長 を つ

とめ る。 妻はマ ル グ リッ ト ・ロベ ール ーテ ィソ。

〔2)ili為 生殖 現 象 を発 見 した ばか りか扁 形動 物 に おけ る知 覚伝 達 につ い て今11で もllf

典 的な 研究 を した シ ャル ル ・ボ ネ(1721-1786)は 顕 微 鏡観 察 で 視力 を酷 使 した結

果,失 明 したが,秘 書 らへ の11述 筆記 によ り,港 か らな る優 れ た哲 学 的 再生論 を

残 して い る(『 スイ ス家 系図`!})1』,第1版,ジ ュネー ブ,第2巻,p.49以 ド)。

〔3)年 齢 順 に 兄弟 姉妹 を 以 ドに示 して お く。 長姉 ガ ブ リエ ル(1899-1992,フ ィ リ ッ

プ ・ハー ンに嫁 ぐ)。 長 兄 ピエー ル(1901-1973,フ ラ ン ソワー ズ ・ビ ュルギ ィを 妻

とす る)。 次 兄 サ ミュエ ル(1901-1980,マ リー ・エ レー ヌ ・ル ヴエー を 妻 とす る),,

次姉 マ ドレー ヌ(愛 称 「マ ド」,1903-1990,モ ー リス ・コー博1.に 嫁 ぐ)。妹 マ リー ・

ル イーズ(愛 称 「ミロ」,1907-1993,ビ ク トー ル ・セ レゾール に嫁 ぐ)。 末妹 ク レー

ル ・ア ン ネ ッテ(愛 称 「ク レレ ッテ」,1908-1993,ジ ョル ジ ュ ・ジ ェ イム ズ ・フ ァ

ヴ ル ービ ュレに嫁 ぐ)。

(4)原 注qlを 参照。 ア ン リー ア レ クサ ン ドルの 息t一ア ンリー フ ィ リップ(1897-1987)

もまた赤 卜字 国際 委員 会 の活動 に従 事 して いる。

(511935年 以 来 医学 研 修の 機 会を 失 して い たマ ル セル ・ジ ュ ノー は,1944年,『 緊急

医療 に お ける乾 癬関節 症 と外 傷性 傷害』 と題す る論 文 を発表 して い る。

(6}セ ン ト・バ ー ソロ ミュー ズ ・ホ ス ピタル誌1936年9月 号,PP・223-225。 この 報 告

の 筆 者はR・ タウ ンゼ ン トーステ ィー ブ ンス大尉 であ る。

(7)こ れ以 後,ジ ュノーの 英語 は ブラ ッシュ ・ア ップ され る こ とにな る。 しか し,1952

年 にイ ギ リス赤 卜字社 社 長 ア ン ジェ ラ ・コ ンテ ス ・ ド・リメ リ ッ ク伯爵 夫 人 は ジュ

ノー が使 う英 語 表現 に は慣 川 的 で ない もの が 多い こ とを 本人 に指 摘 した。 そ こで,

マ ルセ ル ・ジュ ノー は 英語学 習 の ため にベ リー ・メイ ス ン,ア ー ル ・スタ ン レ イ ・

ガ ー ドナー,ア ガサ ・ク リステ ィ等 々の 小説 を読 みふ け った こ とを打 ち明 けて い る0

(8)レ オtル ド・ボ ワ シエ(1893-1963)は1955-1964年 にか けて赤i°字 国際 委 員会

委 員長 の地位 に在 った。

1911961年6月20flに 執 り行 われ た マル セ ル ・ジュ ノー の葬 儀 に際 しての 弔 辞(赤

卜字国 際委 員 会附属 文 茜館蔵)。

(101ケ ス トラー はマ ルセ ル ・ジュ ノー の こ とをそ のitit.『 スペ イ ンで の遺 書』,『真昼

の 暗黒』 お よ び 「死 との 対話 』 の1トに記 して いる。

〔1Dオ デ ィエ 女 史は 赤 卜字 の 中で も傑 出 した 人物 で あ り後 に赤 卜字llq際 委 員 会委 員の

・員 とな る。

{12)ソ 連 は1931年 以 来 「戦 地軍 隊 に於 け る傷 者及病 者の状 態 に関 す る1929年7月27
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マ ル セ ル ・ジ ュ ノー 一一 人 の 『第 三の 兵 七』 と して

1!の ジュ ネー ブ条約 」 に加 盟 して いたが,「 俘 虜 の待遇 に 関す る1929年7月27日 の

ジュネー ブ条約 」 に は調印 も批 准 も してい なか った。

㈹ 原 著者(プ ノワ ・ジ ュ ノー)所 蔵。

(14!1年 後 に な り1946年91110-13目 付 「ニ ュー ヨー ク ・ヘ ラル ド・ トリビュー ン」

誌(雑 誌 「ニ ュ ー ヨー カー 」誌 か ら再掲 載)の 紙 面に ジ ョン ・ハー シー 記 者の 記'ド

が 掲 載 され て か ら,ア メ リカ国 民 は広 島 と長 崎 に投 ドされ た原 爆 が もた ら した 被害

が いか にd大 な もので あ ったか を 初め て知 るの であ る。

〔15)1945年8月3011に 尾道 よ り ビル フ ィ ンガー が打 電 した電 報(赤i'字 国際 委it会

附 属 文 井館 所蔵),,

116)幾 つか の 史料 の うち,12ト ンと してい る史料 もあれ ば,15ト ンと して いる 史料 も

あ る。 興味 深 いの は,数II後 にな って,ア メ リカ軍 が長 崎 へ も救援 物 資 を空 輸 した

こ とで あ る。 この 時,マ ルセ ル ・ジ ュ ノー は まだ広 島 に滞 在 して いた。

(m1945年11月9H付 マ ルセ ル ・ジ ュ ノー 第5報 告tl}(赤1'r=llil際 委 員会 附 属 文r量}

館 蔵,分 類 請求 記}}ACCRBG3/51)。

(181マ ル セル ・ジュ ノー は外国 人 医師 と して は 初 めて 被爆 の現 地 に 蹉った 人物 で もあ

る。

(19)広 島滞 在 中 の全ll程 にわ た って マル セ ル ・ジュ ノー に同 行 した松 永 勝医 師 に よれ

ば,ジ ュ ノー は 手帳 に加 え,常 に詳 細 な メモ を紙 片 に 　{き とめ て いた と い う。 残 念

な が ら,現 在の とこ ろ,そ れ らの メモはJVつ か って はい ない。

120)大 変 な 英国 びい きだ った 斐ジ ョル ジ ェ ッ ト(愛 称 ジ ョー)・ ジュ ノー は ロン ドンで

の 出産 を 決意 した。 な ぜ な らば,彼 地 に は義理 の 姉妹 の1人 で あ り非常 に親 しい友

人 の ノラ 。ハ ー トレ イが生活 してい たか らで ある。 そ こで ジ ョル ジ ェ ッ トは ジ ュネー

ブ か ら ロン ドンま で義理 の 兄弟 で あ る ビク トール ・セ レゾー ル と共 に汽 屯旅 を した。

2人 は1945年8月20Uに 到 着 した。 道 中 の2人 は 奇妙 な カ ップル であ った。 ジ ョ

ル ジ ェ ッ トの身 長が1メ ー トル54セ ンチで あるの に 対 し,ビ ク トー ル ・セ レゾ ール

ときた ら2メ ー トル9セ ンチだ ったか らで あ る。 客 室の 中で と或 る乗 客 か らの 「お2

人で どち らまで?」 とい う問 い に 対 して,ジ ョル ジ ェ ッ トは 「ロ ン ドンまで です わ。

私 ど もはサ ーカ スの巡 業 中で すの」 と答え た とい う。

(211ス イ ス連 邦公 文Itri館所 蔵史 料 によ る。

⑳ 法 律家,外 交 官,政 治家 で もあ った マ ッ クス ・フー バー(1874-1960)は1928年

か ら1944年 まで 赤1'字 国 際 委員 会委 員長 の地 位 にあ った。 フー バー のみ な らず,そ

の 後任 委 員長 カ ー ル ・ヤ コブ ・ブル クハ ル ト(1891-1974,赤1° 字 国際 委 員会 委員

長在 任期 間 は1944-1948年)も ジ ュノーの行 動 力 と実 直な 人柄 を高 く評価 して いた。

⑬ モー リス ・ペ ェイ ト(1894-1965)は ユニ セ フ(国 際連 合 児 竜基 金)の 創設 者で

あ り初代 所 長で あ る。
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⑳ 以 ドの叙 述 は 中国駐 在 中 の活 動 につ いて マ ル セル ・ジ ュ ノーが ま とめ た報 告 書類

に よ って い る。 これ らの報 告 瀞は ブ ラ ッ クとハ ンソ ンのい ず れ も示唆 に窟 む 著 作の

中 に援川 されて い る(こ れ ら2著 につい ては 最後 の 文献 リス トを 参照 され た い)。 ま

た,1952年4月3日 にロ ン ドンの イ ギ リス ・スイ ス協会 で マル セル ・ジ ュ ノー が発

表 した講 演原 稿 の中 に もま とあ られて い る。

⑳ 例え ば,中 国政 府 の 要請 に応 じて500基 の最 新鋭 の 米国 製 エ ックス線撮 影 装i貴を

国連 救 済復 興 機関 によ り導 人 され たの で あ るが,こ の うち480基 が倉 庫 の 中に 放i'i

さ れた ま まにな って い た。 なぜ な らば,こ の機器 を使 い こ なせ る中国 人医 師 は20名

に過 ぎなか った か らであ る。

126)ユ ニ セ フ 附属 公 文 書館 所 蔵 史 料,請 求 分 類nL7iCF/RAD/USAA/DBOI/1907-

05727

㏄の マ ルセ ル ・ジュ ノー の 妻tがi一 海 を船 で 出港 した とき には,お り しも中国 共 産党

軍 がli∫中 を制 圧 して い た。 菱 」㌦が 乗船 して いた 船 はiく も港 外へ 脱 出す る こ とに成

功 した。 これを追 跡 しか けた 船 は砲弾 に よ り撃 沈 された 。

㈲1956年12月,ジ ュ ノー は ヒ ュー アー 教授 を ジュ ネー ブ に招聴 した。 そ して,同

教授 と少 人数 の 淳門 家 チー ム と 協力 して 軽 量携帯 麻 酔装 概を 開 発 した。 動 乱時 に 際

して救 援物 資 と して パ ラ シ ュー トで降 ドさせ,現 場 で 役1fて る こ とを 口的 と して い

た。 試 作 品 の制 作 にあ た った の は カルバ 株式 会 社で あ る。 しか し,こ の装 概 は商 品

化 に まで はいた らなか った。

(Z91FellowoftheFacultyofAnaesthesiaoftheRoyalCollegeofSurgeons(i:ti'i_

ロ ン ドン大 学医 学部 麻酔 科 フ ェロー)の 略 語 であ る。

GO)マ ルセ ル ・ジュ ノー は ロー マ教 堅 ピウ ス12世 と元 米国 大統 領 夫人 エ レ ノア ・ルー

ズベ ル ト女史 には さまれ る形 で 同勲 章を受 章 した。

(31)麻 酔 科1三任 を打 診 された ジュ ノー1`1身 は これ を 辞退 し,2年 間 に わ た り断 り続 け

た ので あ るが,1954年10月91i,麻 酔 科1三任 に任命 され た。

1'3ZIス ペ イ ン国 内 で も1954-1956年 に か けて は カ ダケ ス,1958-1960年 に か けて は

ボル トー リャガで バ カ ンスを 過 して い る。 特 に ボル トー リャガ で ジ ュノー は ダ リに

何 度 も 再会 してい る。

〔33マ ルセ ル ・ジュ ノー は この総 会 の総 司会 を 務め ね ばな らない とこ ろで あ った。 幸

いな ことに,彼 の 助7一で あ った ブ ロ ンネ ル医師 が 巧 み に 司会を つ とめ,ピ エ ー ル ・

ケーニ ッ ヒ医師 の 協力 で,総 会 は成功 した。

(3NrlIIIi::的 政 治 家(1907-1972)。 レイモ ン ・デオ ナ は"・ア ン ヌーマ リ 。デ オナ と

(1:に夏を ベ イラ ンで 過 して いた。1972年 の悲 劇 的 な 事故で デ オナ 夫 妻が他 界 した こ

とは今 もって惜 しまれ てい る。

G5)メ ルキ オー ル ・ボル ジ ンガー氏 御提 供 の後 目談 によ る。

..



マ ル セ ル ・ジ ュ ノー 一一・人 の 『第 三 の 兵 士』 と して

(36)偶 然 で はあ るが,マ ル セ ル ・ジ ュノー の墓所 の す ぐ隣 には1960年 に コ ンゴで 殉職

した赤 卜字 国際 委 員会派 遣 員 ジ ョル ジュ ・オ リヴ ェが 埋 葬 されて い る。

(3のli本 政府 か らの叙 勲理 山 とされ た の は,在 日朝鮮 人帰 還問 題 と,韓 国 に掌捕 抑 留

され たli本 人漁船 員 の釈 放 にマ ルセ ル ・ジ ュノー が尽 力 したか らで あ った,,

訳注

(11フ ラ ンス語 で 「北 に向か う帝 国 幹線道 路 」の 意Q

(2)フ ラ ン ス語 で 「1螺馬 」 の意。

13)フ ラ ンス語 で 「願 馬 」の 意。

(4)フ ラ ンス語 で 「君」 の意。

〔5}英 語の イ ッ ト(そ れ)が フ ラ ンス語 流 にな ま って エ ッ トと 発 砕され て い るC,こ の

文脈 で は 「英語 」 を指す 。

(6)訳 注(4)に 同 じくフ ラ ンス語 で 「君 」の意 。

(7)フ ラ ンス語で 「医 薬品 」の 意、,

〔8)フ ラ ンス語で 「食 料」 の意。

(9)訳1:17)にlldじ くフラ ンスrで 「医 薬品一1の意Q

(10)ブ リッツ ・パ ラヴ ィチ ー 二 博 ヒ(Dr .FritzYaravicini,1874-1944)は スイ スの

グラー リスに生 れ た。 チ ュー リッ ヒ大 学 で医 学 を修 め た後,チ ュー リ ッヒ郊外 の温

泉療 養所 ア ル ビスプル ムで 医師 と して 勤 務 した。1905年 に 来 日 し,横 浜 で 外科 医 と

して 開 業。 目本 書拝情 に通 じ,各 国駐fl大 使 館 の嘱 託 医 を もつ とめ た。 第1次 世界大

戦 中 に,赤 卜字 国 際 委員 会か らの 要請 に よ り同委 員 会駐ll代 表 部 首席 に就 任 し,日

本 国 内の 俘虜 収容 所 を 視察 した。 その 報 告,「}『第1次i1七 界 大戦 中 の救 位 活動 記録

第20分 冊 在横 浜医 師 ブ リッツ ・パ ラヴ ィチー 二 博isに よるIi本ilミ;内俘 虜収 容所 視

察 報告(1918年6月30日 一同年7月16日)』(lnternationalesKomiteevomRoten

Kreuz,　 DokumenteherausgegebenwahrenddesKrieges1919-1918-Ber・ichtdes

HerrnDr.F.Paravicini,inYokohama,uberseinenBesuchder・Gefangenlagerin

Japan(30.Junibislf.Juli1918-zwangisteFolge" ,VerlagGeorg&C"',Basel

undGenf,Januar1919,435.)に よ り,第1次 世界人 戦 中のli本 に お け る救 杣【活動

がIlq際 的 に高 く評 価 され た。 太'ド洋 戦 争 の勃 発 に よ り,赤 卜字 国 際 委 員会 はi1・ド政

府 の 同意 の ドに,パ ラ ヴ ィチ ー二 を同 委 員会 駐li代 表 部 首席 にll∫任 命 した,,マ ッ ク

ス ・ペ ス タロ ッチ(MaxPestalozzi,ク リス トフ ・ル ドル フ商 会Ii本 駐 在 員),・ ・イ

ン リッ ヒ ・ア ング ス ト(HeinrichAngst ,シ ーベ ル ・ヘ グナ ー社 日本代理 店 総 支配

人)を 派 遣 員補 佐 に して,'11時 のIII赤 卜字 社 内に 設 置 され た俘 虜救 仙 委 員部 と 協

力 しつつ,日 本 権 内 の俘 虜収 容 所 およ び民 間 人被 抑留 者収容 所 を 視察 し,救 仙活 動

を 行 った。 高 齢 と過 労 に よ り,1944年111,パ ラヴ ィチ ー二 は疎 開 先の鎌 倉で急 死
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した(桝 居 孝 著 『太 平 洋 戦 争 中 の 国 際 人 道 活 動 の 記 録(改 定 版)』,日 本 赤 十 字 社,

平 成6年(1994年),pp.124-131。Cf.,《LeComiteinternationaletlaguerre-

DelegationauJapon≫et≪Dr.FritzParavicini-chefdeladelegationduComite

internationaldelaCroix-RougeauJapon(1874-1944)≫,dansBulletininterna-

tεoπαZdθsSocε 配68dθlaCroix-Rouge,tomeLXXV,fevrier1944,N°498,pp.100-

102et106-109.Nekrolog　 Dr.med.FritzParavicini"mitderUnterzeichungvon

Dr.F.W.,inGlarnerNachrichten,Nr.27,den2.Februar1944.)。 な お,太 平 洋

戦 争 中 の 日 本 権 内 の 俘 虜 収 容 所 で 起 こ った 俘 虜 虐 待 の 責 任 の 一 端 を パ ラ ヴ ィ チ ー 二

に 求 め る 見 解 が あ る(Cf.,CarolineMoorehead,"Dunant'sDream-War,Switzer-

landandtheHistoryoftheRedCross",London,HarperCollinsPublishers,1998,

pp.486-487.オ リー ヴ ・チ ェ ッ ク ラ ン ド著 工 藤 教 和 訳 『天 皇 と 赤 十 字 日 本 の 人

道1三 義100年 』,法 政 大 学 出 版 会,2002年,PP・170-171)。

nuマ ル ゲ リー タ ・ シ ュ トレ ー ラ ー(MargueriteStraehler)の 父 親 フ ラ ン ツ ・A・

シ ュ トレ ー ラ ー(1858-1932)は 横 浜 の ドイ ツ 系 貿 易 商 社 ハ イ ネ マ ン商 会 に 従 業 員

と し て 勤 務 した 後,独 立 して 同 じ く 横 浜 に シ ュ ト レー ラ ー 商 会 を 設 立 した(横 浜 開

港 資 料 館 編 『図 説 横 浜 外 国 人 居 留 地 』,有 隣 堂,平 成10年(1998年),p.84。Cf.,

"ChronicleDirectoryforTokyo
,Yokohama,Osaka,Kobe,Nagoya,Kyoto,

Shidzuoka,Formosa,Korea,Dairen,Nagakaki,Kyushu,Moji,Hokkaido,

Shimonoseki-AlphabeticalListofResidentsandListofMissionariesinJapan

(KobeTheJapanChronicle65Naniwa。machi)神 戸 市 立 図 書 館49231(昭 和6年2

月7日)",p.646,横 浜 開 港 資 料 館 蔵"ChronicleDirectory19311/2",分 類 請 求 記

号Y603/5/1931C.1)。 ジ ュ ネ ー ブ の 赤 一卜字 国 際 委 員 会 俘 虜 中央 情 報 局 勤 務 当時,シ ュ

ト レ ー ラ ー はn本 兵 俘 虜 お よ び 在 外 邦 人 安 否 情 報 を 取 扱 う 日 本 課 の 主 任(directrice

duservicejaponaisdel'Agencecentraledesprisonniersduguerre)で も あ っ た

(Cf.,CableduSecretariatduCICRadressealaCroix-RougeJaponaiseendate

du15decembre1944(intercroixrougef9677),ACICR,G.3/51,EXO,G.85.与

謝 野 秀(よ さ の し げ る)著 『一 外 交 官 の 思 い 出 の ヨ ー ロ ッ パ 』,筑 摩 書 房,昭 和56

年(1981年),pp.140-147)。 マ ル セ ル ・ジ ュ ノ ー の 離 日後,シ ュ ト レー ラ ー が 赤1一

字 国 際 委 員 会 駐 日 代 表 部 の 責 任 者 と して 業.務 を 処 理 し た 。 こ の 中 に は 外 地 か ら の 日

本 兵 引 揚 支 援 業 務 も 含 ま れ た(Cf。,MISSIONdeMademoiselleMarguerite

STRAEHLERauJapon(juin1945adecembre1946),LettredeMlleStraehler

adresseeaM.FredericSiordetendatedu15September1946,TRADUCTION

dunelettreconfidentielleadresseeparMelle.STRAEHLER,chefdelaDele-

gationduCICRauJapon,auDr.MarcelJUNOD,etexpedieeparlessoinsdela

LegationSuisseauJaponendatedegjuin1946,ACICRG.3/51)。1947年4月14
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マ ル セ ル ・ジュ ノー 一 一 人 の 『第 三の 兵 一r.』と して

日,日 本 で の 業務 を終 え る と,連 合国軍Ili領 ド ドイツ お よび北 アメ リカでの 赤1'字

国際 委 員会 派遣 員 と して勤 務 した。 ユ ニ セ フ初 代駐li代 表 と して1948年 に 再訪Hし

て い る。1959年9-11月,在11朝 鮮 人帰 還 問題 が最 後 の 日本 での 業務 とな った,赤

卜字 国 際 委員 会 を離 任 後,ア メ リカ合衆 国 に帰 化 した 。 没後,そ の遺志 に よ り,横

浜 山 予の外 人5地 にあ る父の 墓 に合 葬 された。

112)い わ ゆ る 「プ レス ・コー ド」(報 道 管 制)の こ とで あ る。

(131こ こで い う 「スイ ス人 ビジネ スマ ン」 とは フ リー ドリッ ヒ ・ヴ ィルヘ ルム ・ビル

フ ィンガー 博L(Dr.FriedrichWilhelmBilringerl901-1993)の こ とで あ る、,戦後

の混 乱 に よ り,従 来 の 日 本側 文献 に よ る と ビル フ ィンガ ーは1宣 教 師」 また は 「バ

ンカー」 と誤 解 され て きた(竹 内4J.三郎(wlll'r広 島 県 人弧 課長)「(県 政)雑 記帖(8

月29i1)」(広 島 市役所 編 『広 島原爆 戦 災 誌 第5巻 資料編 」,広 島 市役所,昭 和

46年(1971年),pp.620-621Q大 佐lif一郎 「ドクター ・ジ ュノー と広島 〈連 載21> -1,

広 島 県 医師 会 速 報第923,;,昭 和53年(1978年)2月25日,p.14)。 チ ュ ー リ ッ

ヒ生 れの ビル フ ィ ンガー は 高等実 科学 校 を終 え,チ ュー リッ ヒ連 邦r科 大学,シ ュ

トゥ ッ トガ ル トis科 大 学 を 経,技 術 者 とな る。 チ ュー リッ ヒ大学 に提 出 した 論 文

「r1珈li税 特 に 英 国 に お け る実 例 を 考 慮 して 』CDieAutomobilsteuermit

besondererBerucksichtigungGrossbr・itaniens",Ziirich,1927,88S.)で 経 済学 博1:

号を取 得。 ヒ海 に 本社 が あ った チ ャイニ ー ズ ・ア ル ミニ ウム ・ロー リン グ ・ ミル ズ

社勤 務 の エ ンジニ ア と して勤 務。 パ ラヴ ィチ ー二 博kの 死 亡 によ り空 席 と な ってい

た赤i'字 国 際 委員 会駐II代 表 部の 臨li寺代 表を1944年9月 か ら1945年10月 末 まで勤

め た。 マ ル セ ル ・ジ ュ ノーの 杵任 後 は,派 遣 員補 佐 と なるD広 島地 区 の 俘虜収 容 所

を 視察 し,連 合 国軍 俘 虜 の 引揚 業 務 に 従'1`し た(Cf.,'POW&CIEvacuationof

Hiroshimasector',Karuizawa,September171h,1945,ACICR,BG3/51.=_#gyp國 隆

,.
r『 海軍 病 院船 は なぜ 沈 め られ たか ～ 第:氷 川 丸の航 跡」,芙 蓉,痔房,20011=ICJ,

p.227,254)。 離 目前に,1945年101124ii付 赤 卜'r国 際 委 員会駐11代 表 部 首席宛 機

密 報 告 「広 島に 於 け る原t一爆 弾 の 被害 に 関す る報 告 詩」CReportontheeffectsof

theatomicbombatHiroshima',Tokyo,October・24,1945,ACICR,ACL16.06.02)

を提 出 して い る。 この機密 報 告 書の中 の基礎 的 デー タは訳 注㈱ のマ ルセ ル ・ジ ュノー

「広 島 の惨 虐」 論 文 に援 川 されて い る。 な お,2002年6月15日 ジュ ネー ブ発 共ll4通

信 社 藤 井 靖 記 者 に よ る記 肇(2002年6月16it付 中lail新聞 で は 第116fと 第4面 に

「ヒロシマ 想 像絶 す る惨 状 大 量の包帯 必 要 「赤 卜字 にlt"報 告,1}』-45年8月

駐11職 員,物 資求 め電 報 」,同 年 同 月 同li付fl∫日新聞 第30面 で は 「ヒロ シマ"直 後

の 報 告"一 赤 卜字駐fir:員,81]に 視 察。 惨状 訴 え 「救援 物 資を』」,1司年 同 月同 口

付11本 経 済 新聞 第38面 で は 「「原爆 の 被/'f想 像 絶 す る』 赤 卜字lili際委 で':1時 の 報

{且掃 判 と題 して掲 載)と 落 葉裕 信 「赤1"Ilts際 委員 会 文it館 所 蔵 の マ ルセ ル ・ジュ
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ノー 博isの 広 島 に お け る救 援 活 動 に 関 す る 資 料 に つ い て 」(広,1;一 和 記 念 資 料 館 研 究

報 告 第1}ナ,r成15年(2003年)31J,広 島'F和 記 念 資 料 館,pp.59-65)を 参 照 。

(14)マ ル ク ス ・ヴ ァ イ デ ン マ ン博is(Dr.MarkusWeidenmann)は チ ュー リ ッ ヒ に

本 社 をIIYI.く カ ス パ ー ・ヴ ィ ン ク ラ ー 社 か らそ のf会 社 で あ る 日 本 シー カ 社"i時,

東 京 蒲1川)く に 所 在)へ4年 間 の 滞IIrで1937年2月 に 派 遣 さ れ て き た ス イ ス 人 エ

ン ジニ ア で あ る 。 日本 国 内 で 戦 時 色 が 高 ま りIa1,;pは11本 政 府 に 接 取 さ れ た ば か りか,

太'1え洋 戦 争 の 勃 発 に よ り,帰 国 が 不11∫能 と な る。 こ の た め,1942年 に 在IIス イ ス 公

使 館 外liξ;利益 保1護 部 門 で 臨1時 職 員 と して 雇 川 さ れ た(Cf.,LettreduPfarerPeter

WeidenmannadresseeauconseillerfederaletchefduDepartementpolitique

federalMaxPetitpierreendatedu1"`octobre1945,Archivesfederalessuisses

(Berne),E2001-021968/80,carton19.Listedepersonnelsuppleantdelasection

pourinteretetrangers(ListedesweiterenYer・sonalvonderAbteilungfurfremde

Interessen),annexeaurapportannuel192(BeilagezumJahresbericht1942)des

烹Geschaftsbei・ichtdesSchweizerischenGesandschaft111JapanfurdasJahr

1942》,p.7,Archivesfecleralsuis5es,E2400,FilmNo.130A.)。 ヴ ァ イ デ ン マ ン が

広 島 入 り し た こ と に つ い て,ビ ル フ ィ ン ガ ー は 訳 注(13)の 機 密 報 告 匠}}の中 で 「1945{1三

8月2911,ス イ ス公 使 館 代 表 のM.ヴ ァ イ デ ン マ ン 博1:をlld行 した 筆 者(ビ ル フ ィ

ン ガ ー)は 自 動 車 に 乗 嘩 の ヒ,府 中 町 を 出 発 し,軟 を 経,広 島 に 至 った 」(括 弧 内

は 引 川 者 。"ThewriteraccompaniedbyDr.M.Weidenmann,representativeofthe

SwissLegation,proceededbymotorcar・onAugust29,1945,fromruchumachivia

NliyoshitoHiroshima".Cf.,Bilfinger,'Reportontheeffectsoftheatomicbomb

atHiroshima',Tokyo,October24,1945,p.1,ACICR,ACLl6.06.02)と 記 録 し

て い る 。1945年12月711に ヴ ァ イ デ ン マ ン は 家 族 を 伴 い,他 の ス イ ス 公 使 館 職 員

とu:に 横 浜 出1帆 の 船 で 離(1し た(Cf.,LetしreduPfar・r・er・Peter・Weidenmann

adr・esseealaSectionpouf・interetsetr・anget・s(Ahteilungfug・fi-etudeInteressen)

duDepartementpolitiquefederalaBerneendatedu27decemhre1945,Archives

federalessuisses(Berne),E2001-021968/80,carton19)0

(151H本 人 通 訳 と は 富 野 康 治 郎 氏(1891-1915)の こ と で あ る 。 愛 媛 県 出 身 の 富 野 氏

は 香 港 ク イ ー ンズ カ レ ッ ジを 卒 業 後,APL(ア メ リ カ ン ・プ レ ジ デ ン ト ・ ラ イ ン)

社 横 浜 支 店 支 配 人 と して 勤 務 した 。 太1一 洋 戦 争 勃 発 に よ り 同 社 が 閉 鎖 され る と,赤

卜字 国 際 委 員 会 駐li代 表 部 に 人 っ た 。 富 野 氏 は,赤1'字 国 際 委 員 会 駐li代 表 部 の 通

訳 と し て 広 島 へ 医 薬 品 を 届 け,な お も 宮 島 で 響1∫務 処 理 に あ た っ て い た と こ ろ,1945

年9月 の 枕 崎 台 風 に 遭 遇 し,落 命 し た(大 佐Ilf一 郎 「ド ク タ ー ・ ジ ュ ノ ー と 広 島

〈連 載25>」,広 島 県 医 師 会 速 報(第927,;),昭 和53年(1978年)4月5目,pp.

27-28).,
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マル セ ル ・ジ ュ ノー 一 一 人 の 『第 三 の 兵 一L』と して

〔16)鈴 木万 九(す ず きただ か つ1895-1987)外 務省 在敵 国 関係'1`務 室 公使 の ことで

あ る。 同 公使 は1936年81Jに 外 務省 を退'r;し てい たが,1942年12月 か ら外 務 省条

約 局 の中 に設 置 され た 「外務 省 在敵 国 居留 民 関係 事務室 」 で嘱 託 と して室 長 を 務め

て いた(「1587鈴 木九 万」(秦 郁彦編 『li本近 現代 人物 履歴 事典』,東 京 大学 出版 会,

2002年 同,pp,283-284。 内 海愛'「Ii本 軍 と捕虜 そ の関 係 文 薩1}と管 理機 構 につ

い て」(『 東京 裁判資 料 俘 虜情 報局 関係 文詳}』,現 代 史料 出版,1999年31],PP・

3-43に 所 収,特 にpp.19-20,P・41註(16)。 同 「加 害 と被害 一 民illl人の抑留 を め ぐっ

て 」(歴 史学 研究 会編 『講座 世界史 戦 争 と民 衆(第:次 世界大 戦)』,東 京 大学 出版

会,1996年,pp.187-226に 所 収,特 にpp.193-195,p.221註(111。 同 「鈴)J九

(す ず きた だか つ)」(伊 藤隆 ・末武 嘉 也編 「近現 代 口本 人物 史料情 報辞 リ1↓』,ll∫川弘

文館,2004年,pp.232-234)。

(17)ビ ルフ ィンガー派 遣 員の ことで ある、、

(18)展 示会 会場 が フラ ン ス語圏 で あ るた め原 著 者 は フラ ンス語訳 を 本 文に掲 載 して い

るが,尾 道 か ら ビ ル フ ィン ガ ー が 打 電 した 電 報 原 文 は 英 文 で あ る。 す な わ ち,

"Augu
st30,1945DGAIMUSHOTOKIO6SUZt1KIFORJtJNODSTOP

VISITEDHIROSHIMATHIRTHETHCONDITIONSAPPALLINGSTOPCITY

WIPEDOUTEIGHTYPERCENTALLHOSPITALSDESTROYEDOR

SERIOUSLYDAMAGEDINSPECTEDTWOEMERGENCYHOSPITALS

CONDITIONSBEYONDDESCRIPTIONFULLSTOPEFFECTOFBOMB

MYSTERIOUSLYSERIOUSSTOPMANYVICTIMSAPPAKENTLY

RECOVERINGSUDDENLYSt1FFERFATALRLAPSEDUETODECONI-

POSITIONOP'WHITEBLOODCELLSANDOTHERINTERNALINJURIES

NOWDYINGINGREATNtlNIBERSSTOPESTIMATEDSTILLOVER

ONEHUNDREDTHOUSANDWOUNDEDINEMERGENCYHOSPITALS

LOCATEDSURROUNDINGSSADLYLACKINGBANDAGINGMATERIALS

MEDICINESSTOPPLEASESOLEMNLYAPPEALTOALLIEDHIGH

COMMANDCONSIDERIMMEDIATEAIRDROPRELIEFACTIONOVER

CENTERCITYSTOPREQUIREDSUBSTANTIALQUANTITIESBANDAGES

SURGICALPADSOINTMENTSFORBURNSSULFAMIDESALSO

BLOODPLASMAANDTRANSIiUSIONEQUIPMENTSTOPIMMEDIATE

ACTIONI-IIGHLYDESIRABLEALSODESPATCHMEDICALINVESTI-

GATINCxCOMMISSIONSTOPREPORTFOLLOWSCONFIRMRECEIPT

BILFINGER"(文 中の"STOP"は 句 読点 「,」 を,"FULLSTOP"は 終ll:符 「.」 を

意 味 して い る。 オ リジナ ル電 報 は 赤1'字 国際 委 員会 附属 文 丼館 が 保存,分 類請 求記

}}ACICRBG3/51)。 丸 山幹.t:訳 「ドク ター ・ジュ ノー の戦 い エ チオ ピアの 毒
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ガスか らヒ ロシマ の原爆 ま で』,pp.264-265を も参 照。

1]Jl本 橋 均陸 軍軍 医 少佐,都 築il:男 東京帝 国 大学1矢学 部教 授(外 科 学)の こ とであ る。

1201ク ロフ ォー ド・F・ サ ム ス(crawfordRSams,1902-1994)はGHQ衛 生 福 祉 局

長 と して,占 領 期 の 日本 国内 医療 福 祉政 策 令般 を指 導 したば か りで な く,原 爆 障害

調 査 委 員会(ABCC。 後 に放射 線 影響 研 究所 へ 改尉L)の 設 、アに も関 わ って い る(C.

F.サ ム ス著竹 前栄 治編 訳 『DDT・ 巳直命 一 占領 期 の医療 福 祉政策 を 回想 す る』,岩 波

rl
,ti;,1986年 。竹 前栄 治 菩 『GHQの 人 々 経 歴 と政 策 』,明 イ1,韮さ店,2002年,

P.44,58。 二至村 誇(に しむ らせ い)著 「1i本人 の生 命を守 った りjGHQサ ム ス

准 将 の闘 い』,講 談 社,2002年 。Cf.,EijiTakemae,"TheAlliedOccupationof

Japan",TheContinuumInternationalPublishingCompany,NewYorkand

London,2003,p.7,49,190-192,405-454.)。 しか し,'1111芋のABCCは 被爆 者 を治療

せ ず に、1に お よぽ した 放射線 障 害の 調 査研究 を 優先 して い た(cr.,Takemae,

op.pit.,pp.429-431)　

に1)「Gen.」 とあ るが,意 味 不1リ1である。

⑳ 「G.Moi,-1と あ るが,意 味 不1リ1であ る、,

⑬ 収容 された 被爆 者患 者 らの カルテ の こ とか?

⑳ 原爆 症 を総 称 して マ ルセ ル ・ジ ュ ノーが 川い た造 語 で あ る。 この 「広 島症 候 群」

(ヒ ロ シ ミッ ト,hiroshimite)と い う造 語 は 訳71:(321の後 掲 論 文 「広 島の惨 虐 」 の 中

で も川 い られ て い る(Cf.,MarcelJUNOD,《Ledesastred'Hiroshima》,dansla

RevueInternationaledelaCroix-Rouge,novembre-decembre1982(64"Annee-

N"738),p.350.丸III幹11三 訳 「マル セル ・ジュノー 「広 島の惨 虐(広 島1945・8・6)』 」

(広 島県 医師 会速 報第939}}(昭 和53(1978年)年8月5CI),p.】1)。

㈱ 「帝 国 大学 の ナカ ド医師(博is?)」 とあ るが,訳 者は未 確認 であ る。

(26)原 文で は 「Mihama」 とあ るが,「Niihaina」 の間違 いで あ る。

伽 「Balian」 とあ るが,意 味 不明 であ る。

㈱ 「大 阪 」 とあ るが,訳 注(30)で後述 す るよ うに,1一神 戸 」 と悶違 え てい るll∫能性 が あ

る。 この点 につ いて はIII側 の記録 で確 認す る必 要が あ ろ う。

(29)ブ ル ンナー は大 阪地 区 内 の俘 虜収 容 所 を#i1'iし て い た赤 卜字 国際 委員会 派遣 員 の

一人で ある(俘 虜 情 報局編r俘 虜 取扱 の 記録 」,昭 和30'1=(1955年)1211,俘 虜 情

報局,p.170。 なお,本ll}は 茶i男 編 「俘 虜情 報 局 ・俘 虜取 扱 の記 録(付)海 軍

兵学 校 「国際 法 」」(15年 戦 争 喧要文 献 シ リー ズ第8t),不 二出版,1992年 同,Pp.

27-289i`iに 再収録 され てい る。特 にp.170を 参照)。

(30)原 文 では 「(Vulesoir・Johnsonetluiarrange)distributions,c.ChinoisetGrecs

parBrulmer」(括 弧 は 訳 者)と 略 語が 使川 されて いて 意味 不明 で あ る。 内 容的 に み

て こ この メモ を も とに マ ルセ ル ・ジ ュノー が ま とめ た と考 え られ る1945年11月9
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マ ル セ ル ・ジ ュ ノー 一一 人 の 『第 三 の 兵 士 』 と して

日付赤十字国際委員会宛第5報 告書の中では次のように記述されている。すなわち,

「広島からもどる途上で立ち寄った神戸で,私 はアメリカ領事ジョンソン氏に会いま

した。同領事は,中 国人俘虜への救援を私に要請しました。ちなみに,こ れら中国

人捕虜がいることについては,日 本側からは私たちの方には何ら通知がありません

でした。そういうわけで,(ビ ルフィンガーが担当していた)広 島地区の俘虜たちが,

物資を満載した5台 の貨車を引き揚げ船に乗せて運び去ろうとしいたところを,私

はあやういところで食いlhめ ることができました。私は、横流しされそうになった

これらの救援物資を神戸にもどし、俘虜を母国へ送還する業務担当派遣員のブルン

ナー 氏 に物 資 を ゆだ ね る こ とに しま した。 そ して,1ヶ 月間 だ け派 遣 員任 期 を延 長

して くれ な いか と彼 に頼 み込 み ま した。 この よ うな次 第 で,ブ ル ンナー氏 は 神戸 の

配 給 セ ン ター の管 理運 営 を 初 めか ら終 わ りまで 担 当す るこ と にな った の です 。」(A

KobeoujemesuisarreteTorsdemonretourd'Hiroshima,jerencontraileConsul

americainJohnsonquimedemandadesecourirdeschinoisp.g.dontlesjaponais

nenousavaientjamaissignale1'existaence.J'arrivaisalorsjusteatempspour

empecherlesP.G.dusecteurd'Hiroshima(Bilfinger)d'emporteraveceuxabord

desbateauxquilesevacuaientcinqwagonscompletsdesupplies .J'obtinsque

touscessecoursfussentrenvoyesaKobepourtitreconfiesaMonsieurBrunner

quiavaitfonctionnecommedeleguepour1'evacuationdesP.G.etaquije

demandaisdecontinuersonmandatpourunmois.MonsieurBrunneradonepu

assumerladirectionducentredeKobeducomencementalafin .Cf.,Le5°rap-

portparleDr.MarcelJunodendatedugnovembre1945,ACICR,coteBG3/51,

pp.3-4.訳 文 中 ド線 部 と 原 文 中 下 線 部 は 引 用 者)。 更 に,マ ル セ ル ・ジ ュ ノー を も 含

め た 総 て の 派 遣 員 ら か ら の 報 告 書 を も と に して 編 集 さ れ た 第2次 世 界 大 戦 中 の 赤 十

字 国 際 委 員 会 報 告 書(1947年)に は 次 の よ う に 記 述 さ れ て い る 。 す な わ ち,「 神 戸

で は 米 国 領 事 が 赤 卜字 国 際 委 員 会 派 遣 員 に 対 し て16
,000名 の 中 国 人 俘 虜 が い る こ と

を 告 げ た 。 広 島 地 区 か ら 引 揚 げ て き た 連 合 国 俘 虜 ら は 本 国 に 帰 還 す る た め の 船 に 救

仙 物 資 満 載 の5台 の 貨 車 を 搭 載 し て い る 最 中 で あ っ た 。 当 委 員 会 派 遣 員 は 急 い で こ

れ ら の 救 位 品 を 回 収 し,中 国 人 俘 虜 ら に 配 給 し た 」(AKobe ,leconsuldesEtats-

UnissignalaaudelegueduCICR1'existencedusecteurd'Hiroshima
,se

proposaientalorsd'embarquer,aborddubateauquiallaitlesrapatrier,cinq

wagonscompletsdesecours.Ledelegues'empressaderecupererces

marchandisesetlesenvoyaacesprisonnierschinois.Cf .,≪RapportduComitein-

ternationaldelaCroix-Rougesursonactivitependantlasecondeguerre

mondiale(1"'septembre1939-30juin1947)≫,Vol.1,Geneve,mai1947,p.487.

訳 文 中 下 線 部 と 原 文 中 下 線 部 は 引 川 者)。 こ う し た2つ の 文 脈 か ら本 文 を 補 足 す る な

一95一



らば 《j'aivulesoirJohnsonetlui(=auConsulamericainJohnson)(aiarrang

ela)distribution(des)s(e)cours)(auxprisonniersdeguerre)chinoisetgrecs

parBrunner(,undenosdeleguess'cccupantdescampsdelaregiond'Osaka)≫

(夕 刻,私 は(米 国領 唇拝)ジ ョン ソン氏 に会 う。 ブル ンナ ー氏 に よ る中国 人 ・ギ リシ

ア 人(俘 虜)へ の救 杣1品配 給 業務へ の 協力 を私 は同 領'拝に 要請 した。(ブ ル ンナー氏

は大 阪地 区俘 虜 収 容 所 担 当の我 が 派 遣 員 で あ る)。)と い う 文が 省 略 され た と訳 者

(大 川)は 考 えて い る。 そ うであ る とす れ ば,s.c.と はsecours(救 仙 品)と い う単

語 を 省略 した もの と い うこ とに な る。 原 著者 ブ ノ ワ ・ジ ュノー氏 も以i一の 訳者 の 見

解 に同 意 されて い る。

〔31)2003年81121i,ア メ リカ 人 ジ ャー ナ リス トの ノー マ ン ・カ ズ ンズ(Norman

Cousins1915-1990)の 記念 碑 がbF和 公園 内 に建 立され た。 カズ ン ズは被爆 で 家族

を 失 ったr供 の救 済 や 被爆 乙 女の 渡 米治 療援 助 に 奔走 し,広 島ili'Y,誉市民 とな って

い る。

(3勿Cf.,MarcelJUNOD,《Led色sastred'Hiroshima》,danslaRevueInternationale

delaCro`κ 一Roμgθ,septembre-octobrel982(64"Annee-N"737),pp。273-289et

novembre-decembredelamemeannee(64"Annee-N'738),pp.340-358.今i」,

この 論文 の 英語,フ ラ ンス語,ス ペ イ ン語 版抜 刷 が赤 卜字国 際 委 員会 出版 部で 頒 布

され てい る。 丸III幹1E訳 「マ ルセ ル ・ジュ ノー 『広島 の惨 虐(広 島1945・8・6)』 」

(広 島県 医師 会 速報 第939tri)(昭 和53(1978年)年8∫j5fl),pp.1-14に 所収)を

も参照 。

⑬ 原 文 で は 「FMH」 と 略 語 表 記 さ れ て い る だ け だ が,「FMH=Pederatindes

MedecinsHelvetiques(suisses)」,す なわ ち,ス イス医 師連 盟 加 人医 師の ことで あ

る。

134)麻 酔薬 の一 種。

㈲2001年2月13日 付 で赤 卜字 国際 委 員会 附 属文i辱館 アー キ ヴ ィス トの マル タン ・

モ ルゲ ー ル(MartinMorger)氏 か ら訳 者(大 川)に 宛 て られた 書簡 に よれ ば,日

本政 府 は1966年111J41i付 で ブ リッツ ・ビル フ ィ ンガー に勲 三等旭rl中 綬 章を授

与 して い る。 内閣 府 賞勲 局 に照 会す る と,外 務 省が 叙勲 候 補 者 と して 推 薦 した ので

はな いか との 回答で あ った("jlf,賞 勲 局か ら官 報への 掲載 は 一・切行 って はい ない)。

そ こで,外 務 省広 報課 へ照 会 した と ころ,2002年8月2i1付 で 大臣官 房 儀典 官室 栄

典班 か ら訳 者宛 に回 答が あ った。 これに よ ると,「 第2次 人 戦の 際戦 災 者の救 護 ま た

実 業 家 と して産 業 発展 に"　"i・Jし た こと を理 由 に 「元国 際 赤 卜字社(マ マ)駐il代

表 ・元 日本軽 金属 株式 会 社取締 役 」(括 弧内 は 引川 者)で あ った ビル フ ィンガー を叙

勲 候 補 者 と して 推 薦 した,と い う。 更 に,叙 勲理111中 の 「戦 災 者 の救援 」 の 具体 的

内容 とは,「 広 島の 原爆 投 ド後 の被 災者 の救援(被 災後 の現地 調 査の結 果,壊 滅 した

一96一



マ ル セ ル ・ジ ュ ノー 一一 人 の 『第 三 の 兵 士 』 と して

病 院 の 再建が 急務 と判断 し,GHQに 対 して援助 要請 を行 った こ と)」 で あ るとい う。

つ ま り,`'jll$の 日本政 府 は ビル フ ィンガ ーを 被爆 後 の広 島救 援 へ の功 労 者 と して評

fllliした こ とに な る。1945年8月3011付 で 彼 が尾 道 か ら緊 急救 援 要 請 を打 電 した電

報 を受 信 しマ ルセ ル ・ジュ ノー に中 継す るな ど,当 時 の事 情 を 知悉 して いた外 務 省

在 敵1剛、1}住民 関係J}務 室室 長鈴 木 万九(す ず きた だかつ)公 使 が戦 後1961年 まで 外

務 省に在 籍 して いた ことに よる ので はな かろ うか。

(361マ ルセ ル ・ジュ ノー によ る広 島救援 につ いて 松永 医師 によ る最初 の 、ll1三,亨が 昭和34

年(1959年)8月161!付 中 国 新聞 朝111第6面 に掲 載 され た 記 「拝 「ヒ ロ シマの 恩 人

一 赤 卜字11q際 委 員会 副 委員 長 ジュ ノー氏 松永 広 大助 教 授 の思 い 出 話」 の 中 に

引川 されて い る。 そ の後,マ ルセ ル ・ジ ュノー が急 死 した 折 に,各 紙 の 報道 が 数 行

しか 割 いて いな い こと に納 得 しか ね た松 永医師 は,「 ジ ュノー さん 被爆 の とき ス

イ スか ら広 島 に医 薬 品を持 って 来 た人 」 と題 した長 文 の追悼 文を 中国 新 聞 に寄稿 し

て い る(昭 和36年(1961年)7月10日 付 中国 新 聞朝 同第8面 、1己霧1の。 なお,松 永医

師 の 手記 「原爆 秘 話 広 島の 恩 人 ドクター ・ジ ュ ノー 」 は,訳 者(大 川)の 仏訳 に

よ り,本 訳稿 冒頭 での 前掲lfl)・/-『ヒロシマ の証 人 赤 卜字 国 際 委員 会派 遣 員 と し

てilヒ界各地 での 人道 活動 に 貞献 した 医師 マ ル セ ル ・ジュ ノー(1904-1961)の 生 涯

とそ の 業績 』 のpp.35-52に 所 収 され て い る(Cf.,MasaruMATSUNAGA ,'LeDr.

MarcelJunod-bienfaiteurd'Hiroshima‐un6pisodeoubli6,117《Temoind'Hiro-

shimal'C)dvseed'undelegueduCI(況'Drル1¢rcelJunod(1904-1961)》 ,Mai

2004,MairiedeJussy,pp.35-52.)。

(3の 同 書は松 永 医師 か らの 指摘 に触 発 され て人 佐 占氏 が広 島 県医 師 会速 報 に長 期連 載

した記 事が もとにな って いる(人 佐 占 一郎 「ドクター ・ジ ュノー と広 島 連載<1>一

く28>(最 終 回)」 ・「ジュ ノー 博i二補遺 」,広 島県 医師 会速 報誌II和52年(1977年)7

月511%,'一(通 巻第900,;)一 昭 和53年(1978年)5月15日,;(通 巻931}})に 所1

収)。

〔381エ スキモ ーが 氷雪 で作 る小 屋。

(39)小 さい スモモ の 一一種。

㈹ フラ ンスの紙 巻 き タバ コの一 種。

(41)す り身Q
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